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巻頭言

平
成
31
年 

年
頭
ご
挨
拶

 

鉄
道
・
運
輸
機
構 

理
事
長　

北
村 

隆
志

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

平
成
31
年
の
年
頭
に
あ
た
り
、
今
年
の
抱
負
と
取
り
組
み
に

つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　

整
備
新
幹
線
に
つ
い
て
は
、
現
在
建
設
中
の
北
海
道
新
幹
線

（
新
函
館
北
斗
・
札
幌
間
）、
北
陸
新
幹
線
（
金
沢
・
敦
賀
間
）、

九
州
新
幹
線
（
武
雄
温
泉
・
長
崎
間
）
に
つ
い
て
、
国
民
経
済

の
発
展
や
地
域
振
興
に
資
す
る
と
い
う
整
備
新
幹
線
の
目
的
を

達
成
で
き
る
よ
う
、
沿
線
地
方
公
共
団
体
の
協
力
の
下
、
着
実

に
建
設
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

都
市
鉄
道
利
便
増
進
事
業
の
神
奈
川
東
部
方
面
線
（
相
鉄
・

Ｊ
Ｒ
直
通
線
、
相
鉄
・
東
急
直
通
線
）
に
つ
い
て
は
、
横
浜
市

西
部
お
よ
び
神
奈
川
県
央
部
と
東
京
都
心
部
を
直
結
す
る
と
い

う
目
的
の
早
期
実
現
に
向
け
、
関
係
地
方
公
共
団
体
、
関
係
鉄

道
事
業
者
と
の
連
携
を
密
に
し
つ
つ
建
設
を
着
実
に
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。
な
お
、
相
鉄
・
Ｊ
Ｒ
直
通
線
に
つ
い
て
は
、
平
成

31
年
度
下
期
の
開
業
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

国
が
進
め
る
新
幹
線
技
術
を
活
か
し
た
海
外
高
速
鉄
道
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
へ
の
参
画
に
つ
い
て
は
、
昨
年
度
施
行
さ
れ
た
海
外

イ
ン
フ
ラ
展
開
法
に
基
づ
き
、
こ
れ
ま
で
培
っ
た
豊
富
な
経
験・

技
術
力
を
活
か
し
、
機
構
と
し
て
果
た
し
得
る
役
割
の
実
行
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

鉄
道
助
成
業
務
で
は
、
地
下
鉄
や
駅
の
建
設
・
改
良
、
鉄
道

の
安
全
・
防
災
対
策
や
技
術
開
発
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
メ

ニ
ュ
ー
を
適
正
に
執
行
す
る
こ
と
に
よ
り
、
広
く
国
民
の
皆
様

方
の
生
活
の
向
上
に
役
立
つ
鉄
道
施
設
整
備
に
貢
献
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

地
域
公
共
交
通
出
資
等
業
務
で
は
、
地
方
公
共
団
体
が
中
心

と
な
っ
て
推
進
す
る
地
域
公
共
交
通
の
活
性
化
お
よ
び
再
生
に

向
け
た
取
り
組
み
に
対
し
、
必
要
な
支
援
を
行
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

　

船
舶
共
有
建
造
に
つ
い
て
は
、
Ｓ
Ｏ
ｘ
規
制
強
化
へ
の
対
応

や
Ｌ
Ｎ
Ｇ
燃
料
船
の
普
及
・
促
進
等
、
現
下
の
海
事
政
策
の
課

題
に
応
じ
た
取
り
組
み
に
積
極
的
に
対
応
す
る
と
と
も
に
、
内

航
海
運
業
界
に
携
わ
る
皆
様
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
的
確
、
か
つ

き
め
細
か
に
対
応
す
る
た
め
、
引
き
続
き
、
環
境
負
荷
を
低
減

す
る
船
舶
、
物
流
効
率
化
に
資
す
る
船
舶
、
地
域
振
興
や
観
光

振
興
に
資
す
る
船
舶
、
船
員
の
労
働
環
境
改
善
に
資
す
る
船
舶
、

船
員
雇
用
対
策
に
資
す
る
船
舶
な
ど
、
よ
り
高
い
政
策
効
果
を

実
現
す
る
船
舶
の
建
造
を
推
進
し
、
こ
れ
か
ら
も
内
航
海
運
を

支
え
て
ま
い
り
ま
す
。

　

国
鉄
清
算
事
業
の
分
野
で
は
、
昨
年
、
梅
田
駅
（
北
）
の
土

地
処
分
を
終
了
し
、
こ
れ
に
よ
り
国
鉄
清
算
事
業
団
に
帰
属
し

た
９
２
３
８
ha
の
土
地
処
分
が
す
べ
て
終
了
致
し
ま
し
た
。
Ｊ

Ｒ
本
州
３
社
お
よ
び
Ｊ
Ｒ
九
州
の
完
全
民
営
化
は
既
に
達
成
さ

れ
ま
し
た
の
で
、
本
年
も
引
き
続
き
、
残
る
Ｊ
Ｒ
北
海
道
、
Ｊ

Ｒ
四
国
お
よ
び
Ｊ
Ｒ
貨
物
の
経
営
自
立
に
向
け
た
各
種
支
援
業

務
お
よ
び
債
務
等
処
理
法
に
基
づ
く
年
金
費
用
の
支
払
い
業
務

な
ど
を
着
実
に
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

関
係
の
皆
様
方
に
は
、
引
き
続
き
、
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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表紙の写真 : JR大糸線
長野県の松本駅から、飛騨山脈東
麓を流れる高瀬川、姫川に沿って
日本海岸の新潟県糸魚川駅に至
る鉄道。松本・南小谷間70.1km
が JR 東日本、南小谷・糸魚川間
35.3kmが JR 西日本の管轄であ
る。写真の背景は白馬岳、手前は
小正月の行事「どんど焼き」の塔。

写真提供：PIXTA



　

テ
レ
ビ
東
京
「
な
な
い
ろ
日
和
！
」
な
ど
の
Ｔ
Ｖ
出
演
や
イ
ベ

ン
ト
の
司
会
な
ど
、
幅
広
く
活
躍
し
て
い
る
女
子
鉄
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

久
野
知
美
さ
ん
。
昨
年
秋
に
は
著
書
『
鉄
道
と
フ
ァ
ン
大
研
究
読

本
』
を
上
梓
し
た
。
今
回
は
、
新
幹
線
技
術
の
最
先
端
を
ギ
ュ
ッ

と
詰
め
込
ん
だ
北
陸
新
幹
線
（
長
野・糸
魚
川
間
）
の
叡え

い

智ち

を
学
ぶ
、

鉄
旅
取
材
に
出
発
し
て
い
た
だ
い
た
。

大庇を支える12本の列柱には長野市産材
の杉が使用されている

女
子
鉄
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
、

北
陸
新
幹
線（
長
野
・
糸
魚
川
間
）の

ひ
と
り
旅

文
：
久
野 

知
美
　  

写
真
：
村
上
悠
太

飯山駅
長野駅

黒部宇奈月駅
富山駅

新高岡駅

金沢駅

上越妙高駅糸魚川駅

検
測
車
両
「
Ｅ
ａ
ｓ
ｔ 

ｉ
」
が

お
出
迎
え

　

旅
の
ス
タ
ー
ト
は
Ｊ
Ｒ
長
野
駅
。
北
陸

新
幹
線
の
開
業
ま
で
、
ご
存
知
の
通
り
通

称
「
長
野
新
幹
線
」
と
し
て
当
路
線
の
看

板
を
背
負
っ
て
い
た
大
タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
で

す
。
平
成
27
年
3
月
の
北
陸
新
幹
線
延
伸

に
合
わ
せ
て
長
野
駅
ビ
ル
・
Ｍ
Ｉ
Ｄ
Ｏ
Ｒ
Ｉ

長
野
は
大
幅
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
ま
し
た
。

コ
ン
セ
プ
ト
は
、「
千
年
の
都
・
仏
都
長
野
」。

駅
ビ
ル
上
部
に
新
設
さ
れ
た
大お
お
び
さ
し庇と
、
庇
を

北
陸
新
幹
線
の

そ
の
後

特
集
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大庇の列柱に設置された「縁」
の文字を丸で囲ったデザイン
の大型ちょうちん
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＊マバタキ区間：トンネルとトンネルの間のごく短距離の地上（明かり）区間のこと。

支
え
る
列
柱
（
大
庇
の
ル
ー
バ
ー
、
列
柱
の

仕
上
げ
材
）
に
は
長
野
市
産
材
の
杉
が
使

用
さ
れ
て
い
ま
す
。
善
光
寺
行
き
の
バ
ス
な

ど
が
発
着
す
る
タ
ー
ミ
ナ
ル
は
美
し
く
整
え

ら
れ
て
お
り
、
駅
前
に
は
多
く
の
方
が
行
き

交
い
ま
す
。

　

駅
の
自
由
通
路
に
は
平
成
10
年
に
開
催

さ
れ
た
長
野
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
シ
ン
ボ
ル

マ
ー
ク
が
掲
げ
ら
れ
、
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
し

て
待
ち
合
わ
せ
場
所
に
利
用
さ
れ
て
い
ま

す
。
天
井
も
高
く
日
差
し
を
多
く
取
り
入

れ
ら
れ
る
つ
く
り
で
、
全
体
が
活
気
に
満
ち

溢
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
北
陸
新
幹
線
（
長
野・糸
魚
川
間
）

ひ
と
り
旅
で
は
、
こ
こ
か
ら
一
駅
一
駅
下
車

し
て
、
し
っ
か
り
取
材
し
て
い
き
ま
す
の
で

お
楽
し
み
に
♪

　

と
い
う
わ
け
で
、
早
速
北
陸
新
幹
線
ホ
ー

ム
へ
！  

一
部
を
除
い
て
、
長
野
・
金
沢
間
、

各
駅
に
停
車
す
る「
は
く
た
か
」号
で
次
駅・

飯
山
を
目
指
そ
う
と
、
や
っ
て
来
た
列
車
の

行
き
先
表
示
を
見
る
と
、何
だ
か
〝
違
和
感
〞

を
覚
え
ま
す
。

　
「
回
送
」
と
記
さ
れ
た
、
東
京
方
面
・
14

番
ホ
ー
ム
の
電
光
掲
示
板
。「
こ
れ
は
怪
し

い
！
」
と
、
急
遽
14
番
ホ
ー
ム
へ
移
動
。
す

る
と
…
…
、

　

来
ま
し
た
！　

新
幹
線
Ｅ
９
２
６
形
電

車
「
Ｅ
ａ
ｓ
ｔ 

ｉ
」。
新
幹
線
の
架
線
や
線

路
の
状
態
を
点
検
す
る
た
め
に
、
ダ
イ
ヤ
非

公
開
で
走
っ
て
い
る
新
幹
線
電
気
・
軌
道
総

合
検
測
車
で
す
。
最
高
時
速
は
２
７
５
㎞ 

と
、
検
測
車
両
と
し
て
世
界
最
高
速
度
を

誇
る
こ
と
で
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
旅
す
る
飯
山
駅
付
近
か
ら
糸

魚
川
駅
付
近
に
か
け
て
は
豪
雪
地
帯
。
更

に
日
本
海
側
の
北
陸
地
方
は
、
上
越
新
幹

線
区
間
や
東
北
新
幹
線
区
間
と
比
較
す
る

と
標
高
が
比
較
的
低
く
、
濡
れ
雪
が
舞
う

こ
と
が
多
い
た
め
、
高
架
橋
に
は
散
水
消
雪

型
・
閉
床
式
貯
雪
型
・
半
雪
覆
式
貯
雪
型
・

側
方
開
床
式
貯
雪
型
な
ど
の
設
備
の
ほ
か
、

マ＊

バ
タ
キ
区
間
に
は
ス
ノ
ー
シ
ェ
ル
タ
ー
に

よ
る
雪
害
対
策
が
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
ま

す
。
日
本
の
鉄
道
の
最
先
端
技
術
を
集
結

さ
せ
て
走
行
し
て
い
る
の
が
現
在
の
北
陸
新

幹
線
な
の
で
す
。

地
産
地
消
の
味
に
舌
つ
づ
み

　
〝
縁
の
下
の
力
持
ち
〞
Ｅ
ａ
ｓ
ｔ 

ｉ
の
歓

迎
を
受
け
た
鉄
旅
取
材
の
ス
タ
ー
ト
。
鮮

や
か
な
「
空
色
」
お
よ
び
「
ア
イ
ボ
リ
ー
ホ

ワ
イ
ト
」
の
車
体
と
「
銅
色
（
カ
ッ
パ
ー
）」

の
帯
が
特
長
の
北
陸
新
幹
線
へ
乗
車
し
ま

す
。

　

長
野
駅
を
出
発
し
、
わ
ず
か
11
分
。
飯

山
駅
に
到
着
で
す
。
在
来
線
な
ら
約
50
分

か
か
る
こ
と
を
思
う
と
新
幹
線
技
術
の
進

化
に
よ
っ
て
旅
模
様
は
随
分
変
わ
っ
た
な
と

再
認
識
し
ま
す
。

　

こ
こ
飯
山
駅
は
観
光
列
車
の
「
お
い
こ
っ

と
」の
停
車
駅
で
も
あ
り
、

運
行
時
に
は
駅
構
内
で

〝
お
い
こ
っ
と 
マ
ル
シ
ェ
〞

が
行
わ
れ
ま
す
。
構
内
の

待
合
室
に
は
内
山
紙
と

長
野
県
産
ブ
ナ
材
を
使

用
し
た
内
照
式
の
柱
が

特
集 北陸新幹線のその後

開放感に満ちた日差しいっぱいの自由通路

飯山駅を中心とした周辺9市町村の観光エリア「信越自然
郷」の広域観光案内を行う「信越自然郷飯山駅観光案内所」

広々とした飯山駅のターミナル

ベンチはカラマツでできている

偶然出会った「East i」と記念写真

北陸新幹線の改札口を出るとすぐ目に入
る長野オリンピックのシンボルマーク
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あ
し
ら
わ
れ
、
行あ
ん
ど
ん灯
の
よ
う
な
雰
囲
気
で

私
た
ち
・
旅
人
を
迎
え
て
く
れ
ま
す
。

　

千
曲
川
口
を
入
っ
て
す
ぐ
の
１
階
壁
面

に
は
、
地
元
小
学
生
が
漉す

い
た
内
山
紙
と

ブ
ナ
材
を
組
み
合
わ
せ
た
「
飯
山
の
雪
景

色
に
包
ま
れ
た
ブ
ナ
林
の
木
立
」
と
題
す

る
オ
ブ
ジ
ェ
が
。
地
場
産
材
を
用
い
る
だ

け
で
な
く
、
沿
線
の
方
に
手
掛
け
て
も
ら

う
こ
と
で
よ
り
地
元
の
風
土
が
伝
わ
り
ま

す
。
吹
き
抜
け
ス
ペ
ー
ス
を
含
め
た
階
段

の
つ
く
り
も
独
特
で
、
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
の

天
井
に
は
鮮
や
か
な
グ
リ
ー
ン
に
染
め
ら

れ
た
内
山
紙
が
気
持
ち
良
さ
そ
う
に
浮
か

ん
で
い
ま
す
。

　

駅
構
内
の
大
時
計
は
、
日

本
人
形
が
長
野
県
無
形
民
俗

文
化
財
指
定
の
五ご
そ
く束
太だ
い
だ
い々

神か
ぐ
ら楽
を
舞
う
〝
か
ら
く
り
時

計
〞
と
な
っ
て
い
て
、
飯
山

市
の
健た
け

御み
な
か
た

名
方
富と
み
の
み
こ
と命
彦ひ
こ

神か
み

別わ
け
の
じ
ん
じ
ゃ

神
社
に
代
々
伝
わ
る
神
楽
の
艶つ
や

や
か
な
舞

い
で
、
毎
時
０
分
ち
ょ
う
ど
に
時
刻
を
伝
え

て
く
れ
ま
す
（
朝
9
時
〜
夜
8
時
）。

　

か
ら
く
り
時
計
の
真
下
に
は
、
女
子
鉄
ゴ

コ
ロ
く
す
ぐ
る
駅
カ
フ
ェ「
パ
ノ
ラ
マ
テ
ラ
ス
」

が
。
お
し
ゃ
れ
な
店
内
に
加
え
、
軽
食
だ
け

で
な
く
、
飯
山
市
内
の
有
名
店
の
和
洋
菓
子

や
駅
限
定
ス
イ
ー
ツ
、
地
酒
や
地
ビ
ー
ル
、

ワ
イ
ン
な
ど
地
産
地
消
の
豊
富
な
メ
ニ
ュ
ー

が
揃
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
紅
茶
と
合
わ
せ

て
地
元
食
材
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
「
飯
山

産
ぶ
な
し
め
じ
の
ミ
ッ
ク
ス
ピ
ザ
」
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ひ
ん
や
り
と
し
た
飯
山
の
空

気
の
中
で
頬
張
る
、
ほ
く
ほ
く
の
出
来
た
て

ピ
ザ
の
、
ど
こ
か
故
郷
に
帰
っ
て
き
た
か
の

よ
う
な
ホ
ッ
と
す
る
味
に
癒い
や
さ
れ
ま
す
。

　

駅
構
内
に
は
、
カ
フ
ェ
の
ほ
か
に
も
「
信

越
自
然
郷
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
」
が

あ
り
、
自
転
車
レ
ン
タ
ル
が
で
き
た
り
、
キ
ャ

ン
プ
の
た
め
の
グ
ッ
ズ
が
買
え
た
り
と
、
飯

山
の
自
然
を
活
か
し
た
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
に

気
軽
に
参
加
で
き
る
サ
ポ
ー
ト
体
制
が
整
っ

て
い
ま
す
。

　

実
は
こ
こ
飯
山
市
、
北
陸
新
幹
線
の
開

業
を
契
機
に
、
周
辺
の
８
町
村
を
中
心
と
し

た
地
域
全
体
で
Ｉ
タ
ー
ン
や
Ｕ
タ
ー
ン
で
の

移
住
者
を
歓
迎
す
る
仕
組
み
づ
く
り
を
進

め
て
い
ま
す
。
北
陸
新
幹
線
の
開
業
で
都
心

か
ら
飯
山
ま
で
の
距
離
感
は
ぐ
っ
と
近
く
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
沿
線
の
活
気
は
ど
ん

ど
ん
彩
り
を
増
し
て
い
く
の
か
も
知
れ
な
い

で
す
ね
。

最
先
端
の
技
術
を
駆
使
し
た

飯
山
ト
ン
ネ
ル
工
事

　

お
腹
を
満
た
し
た
と
こ
ろ
で
、
次
の
目
的

地
・
上
越
妙
高
駅
へ
。
飯
山
駅
と
上
越
妙

高
駅
の
間
に
は
、
北
陸
新
幹
線
の
ト
ン
ネ
ル

の
中
で
最
も
長
く
、
国
内
で
も
第
４
位
と
い

う
延
長
・
約
22
・
３
㎞
の
飯
山
ト
ン
ネ
ル
が

あ
り
ま
す
。

　

超
膨
張
性
と
高
圧
帯
水
層
を
有
す
る
特

殊
地
山
の
た
め
、
当
初
工
事
は
難
航
し
９

年
強
の
歳
月
を
か
け
て
平
成
19
年
12
月
に

よ
う
や
く
全
貫
通
。
難
工
事
ゆ
え
の
技
術

発
展
も
多
く
見
ら
れ
、「
多
重
支
保
工
」
に

よ
る
膨
張
性
地
山
掘
削
法
の
確
立
や
、
長

尺
・
短
尺
ボ
ー
リ
ン
グ
と
湧
水
圧
管
理
法

を
組
み
合
わ
せ
た
切＊
＊

羽
管
理
手
法
の
開
発
、

防
爆
型
大
型
換
気
設
備
に
よ
る
可
燃
性
ガ

ス
の
希
釈
な
ど
、
低
コ
ス
ト
で
安
全
・
安
定

の
施
工
技
術
を
確
保
。
平
成
20
年
に
は
土

木
学
会
技
術
賞
を
受
賞
し
て
い
ま
す
。

　

鉄
道
技
術
の
発
展
に
感
銘
を
受
け
る
も

束
の
間
、
程
な
く
し
て
上
越
妙
高
駅
に
到

着
。あ
っ
と
い
う
間
に
新
潟
県
に
入
り
ま
す
。

最
新
の
新
Ｅ
７
系
・
Ｗ
7
系
新
幹
線
に
乗
る

と
両
駅
間
は
、
わ
ず
か
約
10
分
。
歴
史
的

な
難
工
事
を
経
て
こ
の
短
時
間
移
動
が
可

能
に
な
っ
た
と
思
う
と
感
慨
深
い
も
の
が
あ

り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、開
通
し
た
ら
終
わ
り
、

で
は
な
く
複
雑
な
工
法
で
出
来
上
が
っ
た
こ

れ
ら
の
ト
ン
ネ
ル
内
に
、
異
常
や
変
化
が
な

い
か
常
に
監
視
を
し
て
い
る
の
が
…
…
、
そ

う
、
今
回
旅
の
始
ま
り
に
出
会
っ
た
検
測
車

両
Ｅ
ａ
ｓ
ｔ 

ｉ
。
見
え
な
い
と
こ
ろ
で
働
き

続
け
る
検
測
車
両
や
保
線
員
さ
ん
の
苦
労

な
く
し
て
、
こ
の
利
便
性
は
保
た
れ
な
い
の

で
す
。

　

上
越
妙
高
駅
の
内
装
は
、
新
潟
県
産
の

杉
材
な
ど
を
用
い
た
、
温
も
り
溢
れ
る
空
間

が
特
徴
的
。
待
合
室
の
ベ
ン
チ
に
は
、
豪
雪

地
帯
で
育
っ
た「
根
曲
り
杉
」が
使
用
さ
れ
、

見
事
な
存
在
感
を
放
っ
て
い
ま
す
。
駅
外
観
＊＊切羽：山岳トンネルの工事現場におけるトンネル掘削の最先端の個所。

エントランス天井の内山紙による
オブジェ

パノラマテラスの
入口に設置された
からくり時計

おしゃれな駅カフェ「パノラマテラス」。地元食材を
使った「飯山産ぶなしめじのミックスピザ」（右）

約22.3㎞の飯山トンネル付近のスノーシェル
ター。東京方を望む
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の
ガ
ラ
ス
面
に
は
〝
さ
く
ら
と
雪
の
平
原
〞

と
い
う
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
セ
プ
ト
の
も
と
、
高

田
公
園
の
桜
吹
雪
や
高
田
平
野
の
雪
原
を

イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
プ
リ
ン
ト
が
あ
し
ら
わ
れ

華
や
か
な
印
象
に
。
改
札
階
コ
ン
コ
ー
ス
の

柱
の
デ
ザ
イ
ン
ガ
ラ
ス
に
も
桜
の
花
び
ら
が

は
ら
は
ら
と
舞
っ
て
い
ま
す
。

鉄
道
技
術
の
進
化
に

思
い
を
馳
せ
る

　

長
い
よ
う
で
短
い
、
短
い
よ
う
で
長
い
北

陸
新
幹
線
途
中
下
車
旅
も
。
上
越
妙
高
駅

で
1
泊
し
た
後
、
更
に
北
上
を
と
言
い
た

い
と
こ
ろ
な
の
で
す
が
、
せ
っ
か
く
下
車
し

た
か
ら
に
は
立
ち
寄
る
べ
き
魅
力
満
載
の
ス

ポ
ッ
ト
が
！

　

駅
か
ら
車
で
約
30
分
。「
く
び
き
野
レ
ー

ル
パ
ー
ク
」
と
い
う
、
貴
重
な
保
存
列
車
の

走
る
小
さ
な
鉄
道
公
園
を
皆
さ
ん
は
ご
存

知
で
し
ょ
う
か
？　

昭
和
46
年
に
廃
線
と

な
っ
て
し
ま
っ
た
軽
便
鉄
道
「
頸く
び
き城
鉄
道
」。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
く
び
き
の
お
宝
の
こ
す
会
」

の
皆
さ
ん
の
手
に
よ
っ
て
、
か
つ
て
活
躍
し

た
車
両
た
ち
が
元
の
始
発
駅
・
百
ひ
ゃ
く
け
ん
ま
ち

間
町
駅

跡
に
保
存
さ
れ
て
お
り
、
定
期
的
に
公
開

イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
て
い
る
の
で
す
。

　

取
材
日
は
ち
ょ
う
ど
土
曜
日
で
、
天
候
に

も
恵
ま
れ
全
国
各
地
か
ら
の
多
く
の
鉄
道

フ
ァ
ン
と
と
も
に
、
近
く
に
お
住
ま
い
の
ご

家
族
連
れ
な
ど
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

特
集 北陸新幹線のその後

上越妙高駅の駅構内西口側展望スペースからは妙高山や火打山・焼山など市域西側に広がる妙高連
山を望むことができる

駅舎のデザインコンセプトは「さくらと雪の平原」。上
越市のもてなしドームは 第 22回空間デザイン・コンペ
ティション 作品部門 「最優秀賞」を受賞した

待合室のベンチは、豪雪地帯で育っ
た「根曲り杉」が使われている

地場の杉材を用いた木組みのもて
なしドームの天井

ガラス面は、桜吹雪
や雪原を

イメージしたプリン
トがあし

らわれている

明治 44 年製の蒸気機関
車2号機

名車の乗車体験を楽しむ人々を見送る

旧浦川原駅舎。今もなお東頸バス㈱の本
社兼営業所として活躍している

ディーゼル機関車DC92（右）
と気動車ホジ3（後ろ）の前
で記念撮影
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＊＊＊NATM：土や岩が持つ自然の力（アーチアクション）を活用し、掘削直後に経済的な支
　　　　　　　 保工（吹き付けやH鋼）でトンネルを支える工法。

糸魚川駅は“日本海、北アルプス、ヒスイ、糸魚川
ジオパーク”をモチーフとしてデザインされている

駅ホームから日本海が一望できる

駅入り口にある「糸魚川
ジオステーション ジオパ
ル」。鉄道部品の展示も充
実している

　

く
び
き
野
レ
ー
ル
パ
ー
ク
の
す
ば
ら
し

い
と
こ
ろ
は
、
廃
止
直
後
、
熱
烈
な
フ
ァ
ン

有
志
の
方
に
よ
っ
て
兵
庫
県
で
保
管
さ
れ
て

き
た
車
両
た
ち
が
故
郷
・
百
間
町
へ
帰
還

し
、
動
態
保
存
に
よ
る
復
活
を
果
た
し
て
い

る
こ
と
で
す
。
そ
れ
も
今
か
ら
14
年
前
、
平

成
16
年
の
こ
と
と
聞
い
て
い
ま
す
。
廃
止
さ

れ
て
か
ら
33
年
の
時
を
超
え
、
多
く
の
方
に

そ
の
鉄
道
遺
産
に
つ
い
て
伝
え
続
け
る
な
ん

て
、
地
元
の
皆
さ
ん
の
理
解
や
全
国
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
さ
ん
の
活
躍
な
し
に
は

成
し
得
ま
せ
ん
。
こ
の
日
は
近
隣
の
商
店
会

の
皆
さ
ん
に
よ
る
模
擬
店
な
ど
も
立
ち
並

び
、
お
祭
り
さ
な
が
ら
の
に
ぎ
わ
い
を
見
せ

て
い
ま
し
た
。

　
レ
ー
ル
パ
ー
ク
敷
地
内
で
は
、
ホ
ジ
6
内

燃
動
車
な
ど
、
か
つ
て
の
名
車
た
ち
の
乗
車

体
験
が
可
能
。
北
陸
新
幹
線
で
最
新
技
術

を
体
感
す
る
旅
の
中
で
、
古
き
を
知
る
体

験
と
い
う
の
も
乙
で
す
ね
。
決
し
て
滑
ら
か

で
は
な
い
歩
み
で
敷
地
内
を
行
っ
た
り
来
た

り
し
な
が
ら
、
鉄
道
技
術
の
進
化
に
思
い
を

馳
せ
ま
す
。

　

当
日
は
廃
線
跡
を
巡
る
ツ
ア
ー
も
実
施

さ
れ
、
地
元
小
学
生
と
と
も
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ス
タ
ッ
フ
さ
ん
の
お
話
に
耳
を
傾
け
て
タ

イ
ム
ス
リ
ッ
プ
。
大
池
駅
跡
の
ガ
ー
タ
ー
橋

や
終
着
・
浦
川
原
駅
舎
跡
な
ど
を
見
て
い
る

と
（
旧
浦
川
原
駅
舎
は
、
現
在
は
東
頸
バ

ス
社
屋
と
し
て
活
用
）、
こ
こ
に
確
か
な
鉄

道
の
息
吹
が
あ
っ
た
こ
と
を
感
じ
ま
す
。
ま

さ
に
温
故
知
新
。
今
で
は
高
速
化
が
当
た

り
前
の
鉄
道
も
、
こ
う
し
て
生
ま
れ
て
は
消

え
た
鉄
道
た
ち
か
ら
学
び
を
得
て
、
進
化

を
続
け
て
い
る
の
で
す
。

駅
ホ
ー
ム
か
ら
日
本
海
を
望
む

　

大
人
の
社
会
科
見
学
を
満
喫
し
、
北
陸

新
幹
線
の
旅
へ
と
戻
り
ま
す
。
上
越
妙
高

駅
か
ら
糸
魚
川
駅
へ
の
区
間
は
駅
を
出
て

間
も
な
く
、
松
ノ
木
ト
ン
ネ
ル
・
峰
山
ト
ン

ネ
ル
と
短
い
ト
ン
ネ
ル
が
頻
繁
に
見
ら
れ
ま

す
。く
び
き
野
レ
ー
ル
パ
ー
ク
か
ら
の
帰
路
、

少
し
寄
り
道
し
て
峰
山
ト
ン
ネ
ル
を
外
か
ら

眺
め
て
み
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

重
厚
感
が
し
っ
か
り
と
感
じ
ら
れ
る
峰
山

ト
ン
ネ
ル
は
、
N＊
＊
＊A
T
M
の
急
速
施
工
を

実
現
。
約
７㎞
の
長
さ
で
す
。
至
近
距
離
か

ら
見
上
げ
る
と
、
頑
強
な
橋
脚
や
微
気
圧

波
対
策
の
な
さ
れ
た
緩
衝
工
の
設
置
な
ど

が
確
認
で
き
ま
す
。
路
線
の
実
に
44
％
が
ト

ン
ネ
ル
と
い
う
北
陸
新
幹
線
に
と
っ
て
、
微

気
圧
波
を
い
か
に
少
な
く
す
る
か
は
避
け
て

は
通
れ
な
い
命
題
。
緻
密
な
技
術
の
集
結

に
よ
り
快
適
な
旅
の
恩
恵
が
受
け
ら
れ
る
の

で
す
ね
。

　

上
越
妙
高
駅
か
ら
糸
魚
川
駅
は
わ
ず
か

12
分
。
飯
山
・
上
越
妙
高
間
と
比
べ
る
と

短
め
の
ト
ン
ネ
ル
が
連
続
し
て
次
々
現
れ
て

は
通
過
す
る
イ
メ
ー
ジ
で
す
が
、
快
適
に
列

車
に
揺
ら
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

今
回
の
旅
の
終
着
・
糸
魚
川
駅
の
特
長

廃線跡を巡るツアーに参加。ボランティアスタッフさんの説明を聞きながら、古き
時代に思いを馳せる

重厚感溢れる峰山トンネル付近のスノーシェルター



9  鉄道・運輸機構だよりNo.60  2019 Winter  

■鉄道（上越妙高・糸魚川間）
　利用者数の推移
　北陸新幹線開業前の上越妙高・
糸魚川間の利用者数（在来線特
急）は、約 314 万人だったが、
開業 1年目は約 3倍の 926万人
へと跳ね上がり、2年目は 1割
減の 858 万人、3年目はほぼ横
ばいの 857万人を記録した。　

〔資料：JR西日本〕

数 字 で 見 る 北 陸 新 幹 線

■時間到達圏の変化
　長野・金沢間が開業する以前、北陸地方の金沢市や富山市は東京駅
から 3時間以上かかるエリアだったが、開業により金沢は 3時間圏、
富山は 2.5 時間圏となった。開業前、248 万人だった 2時間圏まで
は 258万人に、2.5 時間圏までは 446万人から 561万人に、3時間
圏までは 579万人から 747万人へと増加した。

〔資料：平成 27年国勢調査、JR時刻表〕

■所要時間の短縮
　長野・金沢間の開業前、鉄道を利用して金沢から東京へ向かう場合、
最短はほくほく線を経由し、越後湯沢駅で上越新幹線に乗り換える
コースで、3時間 47分だった。それが現在では乗り換えなしで 2時
間 28分と、一気に 1時間 19分も短縮された。同様に富山からは 3
時間 11分が 2時間 8分へと 1時間 3分短縮された。
〔資料：JR時刻表（平成 24年 3月号、平成 30年 10月号）〕

■ 3時間圏
■ 2.5 時間圏
■ 2時間圏

314

926
858 857

（出所）JR西日本定例社長会見資料等により作成。
（注）新幹線開業前は特急「はくたか・北越」

約9割

約3倍

ほぼ横ばい
（万人）
1,000

800

600

400

200

0

在来線特急 北陸新幹線開業

2014年度 15年度 16年度 17年度

開業前から
1時間以上の短縮

は
、
何
と
い
っ
て
も
ホ
ー
ム
か
ら
見
ら
れ
る

日
本
海
。
晴
れ
た
日
な
ら
、
大
き
な
ガ
ラ
ス

壁
越
し
に
美
し
い
海
面
が
望
め
ま
す
。〝
日

本
で
唯
一
、
日
本
海
を
望
め
る
新
幹
線
〞
こ

と
北
陸
新
幹
線
。
見
晴
ら
し
の
良
い
日
本
海

景
色
の
ス
タ
ー
ト
は
、
こ
こ
糸
魚
川
駅
か
ら

で
す
。

　

内
装
に
は
、
地
元
原
産
の
ヒ
ス
イ
が
柱
に

用
い
ら
れ
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
シ
ャ
フ
ト
な
ど
に

ジ
オ
パ
ー
ク
の
地
層
・
断
層
を
モ
チ
ー
フ
と

し
た
デ
ザ
イ
ン
が
採
用
さ
れ
る
な
ど
、
糸
魚

川
ら
し
さ
が
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
見
ら
れ
ま
す
。

　

駅
舎
1
階
の
ア
ル
プ
ス
口
に
は
、
観
光
案

内
所
や
ジ
オ
パ
ー
ク
に
ま
つ
わ
る
資
料
展
示

な
ど
を
備
え
た
複
合
型
交
流
施
設
「
糸
魚

川
ジ
オ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン 

ジ
オ
パ
ル
」
が
あ

り
、
か
つ
て
大
糸
線
で
活
躍
し
た
キ
ハ
52
が

待
合
室
と
し
て
静
態
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。

待
合
室
内
の
東
側
壁
面
の
一
部
に
は
、
新
幹

線
建
設
工
事
の
進
捗
を
機
に
役
割
を
終
え

た
レ
ン
ガ
造
検
修
庫
を
復
元
・
活
用
し
て
い

ま
す
。
美
し
い
レ
ン
ガ
車
庫
の
ア
ー
チ
内
に

キ
ハ
52
形
が
入
庫
し
た
様
を
再
現
す
る
そ
の

姿
は
、
今
に
も
走
り
出
し
そ
う
な
ほ
ど
生
き

生
き
と
し
た
躍
動
感
に
満
ち
て
い
て
、
胸
が

ジ
ン
と
熱
く
な
り
ま
す
。

　

普
段
何
気
な
く
使
っ
て
い
る
新
幹
線
、
そ

し
て
駅
。
途
中
下
車
し
て
じ
っ
く
り
と
そ
の

様
子
を
う
か
が
っ
て
み
る
と
、
地
域
の
ラ
ン

ド
マ
ー
ク
と
し
て
強
く
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
放
っ

て
い
る
こ
と
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
も
今
後
新
幹
線
の
旅
へ
出
る
時

は
、
駅
や
列
車
を
愛
で
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め

て
み
ま
せ
ん
か
？　

き
っ
と
、
こ
れ
ま
で
は

知
る
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
新
た
な
発
見
が

あ
り
ま
す
よ
！

東京

富山

東京

金沢

191分

227分

－63分

－79分

開
業
前
開
業
後

開
業
前
開
業
後

特
集 北陸新幹線のその後

北陸地方の
アクセス時間が
大幅に短縮

利用者数は
開業前の約 3倍に

糸魚川原産のヒスイが
使用された柱

ジオパルのジオラマ模型ステーションは、大人も子どもも楽しめる
ジオパルには「キハ52」の実車を使った待合
室がある
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は
じ
め
に

　

鉄
道
・
運
輸
機
構
（
以
下
、「
機
構
」

と
い
う
）
で
は
、
半
世
紀
以
上
の
長
き

に
わ
た
り
、
70
カ
国
（
地
域
）へ
延
べ

２
０
０
０
人
以
上
の
鉄
道
専
門
家
の
派

遣
を
行
い
、
ま
た
、
１
０
０
カ
国
（
地
域
）

４
０
０
０
人
以
上
の
諸
外
国
か
ら
の
研

修
員
・
視
察
団
等
の
受
け
入
れ
を
行
う

こ
と
で
、
海
外
技
術
協
力
を
行
っ
て
ま
い

国際部　国際管理課

り
ま
し
た
。
近
年
、
ア
ジ
ア
を
は
じ
め

と
し
た
新
興
国
の
経
済
成
長
に
伴
う
都

市
間
お
よ
び
都
市
内
の
交
通
需
要
の
増

大
に
よ
り
、
環
境
負
荷
が
小
さ
く
大
量

輸
送
に
優
れ
た
交
通
機
関
と
し
て
、
鉄

道
へ
の
期
待
が
増
し
て
い
ま
す
。
都
市

間
を
結
ぶ
高
速
鉄
道
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、

構
想
・
調
査
段
階
か
ら
、
計
画
、
設

計
、
建
設
を
経
て
、
運
行
開
始
に
至
る

ま
で
長
期
間
か
つ
大
規
模
に
な
る
場
合

が
多
く
、
し
か
も
、
土
木
、
軌
道
、
建

築
、
電
気
、
機
械
と
い
っ
た
技
術
分
野

を
横
断
し
な
が
ら
一
貫
し
た
遂
行
能
力

と
分
野
間
の
調
整
能
力
が
求
め
ら
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
海
外
に

お
け
る
高
速
鉄
道
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関

し
、
整
備
新
幹
線
建
設
を
一
貫
し
て
担
っ

て
き
た
当
機
構
の
積
極
的
役
割
が
期
待

さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
２
０
１
８
年
８

月
31
日
に
「
海
外
社
会
資
本
事
業
へ
の

我
が
国
事
業
者
の
参
入
の
促
進
に
関
す

る
法
律
（
以
下
、「
海
外
イ
ン
フ
ラ
展
開

法
」
と
い
う
）」
が
施
行
さ
れ
、 

機
構
が

海
外
高
速
鉄
道
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
へ
参
画
す
る
体
制
が
整
え
ら

れ
た
と
こ
ろ
で
す
。
組
織
体
制
の
面
で

も
、
海
外
イ
ン
フ
ラ
展
開
法
の
施
行
に

向
け
て
、
国
際
・
企
画
部
の
国
際
業
務

課
に
加
え
て
国
際
業
務
準
備
課
を
設
立

し
て
２
課
体
制
で
準
備
を
進
め
ま
し
た
。

そ
し
て
海
外
イ
ン
フ
ラ
展
開
法
施
行
と

同
時
に
、
国
際
・
企
画
部
よ
り
独
立
し

た
国
際
部
を
設
立
し
ま
し
た
。

　

本
稿
で
は
、 

機
構
が
こ
れ
ま
で
に
実

施
し
て
き
た
技
術
協
力
の
う
ち
、 

台
湾

高
速
鉄
道
と
イ
ン
ド
高
速
鉄
道
に
関
す

る
取
り
組
み
お
よ
び
法
律
施
行
を
踏
ま

え
た
今
後
の
展
開
に
つ
い
て
ご
紹
介
致

し
ま
す
。

　

機
構
が
実
施
し
て
き
た

　

技
術
協
力

❶ 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
概
要

　

台
湾
高
速
鉄
道
は
、 

日
本
の
新
幹
線

シ
ス
テ
ム
が
初
め
て
採
用
さ
れ
た
海
外
高

速
鉄
道
で
あ
り
、
官
民
一
体
と
な
り
高
速

鉄
道
の
受
注
に
向
け
た
取
り
組
み
が
行

わ
れ
、 

電
気
・
機
械
（
Ｅ
＆
Ｍ
）
お
よ
び

軌
道
工
事
に
つ
い
て
日
本
連
合
が
受
注
し

て
実
施
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。

国際・企画部

国際業務課

国際業務準備課

国際部

国際管理課

国際推進課

国際支援課
※国際業務準備課は、海外業務の
　実施に向けた体制整備、関係機
　関との連絡・調整業務を実施。

国際業務課

国際・企画部

海外インフラ展開法施行前
（～2018.3.31） （2018.4.1～） （2018.8.31～）

海外インフラ展開法施行後

図１　鉄道・運輸機構の海外技術協力組織体制

海外高速鉄道プロジェクトへの取り組みと
今後の展開

（1） 

台
湾
高
速
鉄
道 
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台湾高速鉄道

　

台
湾
高
速
鉄
道
は
、 

台
北
市
か
ら
高

雄
市
ま
で
台
湾
西
部
地
域
の
３
４
５
㎞

を
最
高
時
速
３
０
０
㎞
、 

最
短
所
要
時

間
１
時
間
30
分
で
結
ぶ
路
線
で
あ
り
、

２
０
０
７
年
３
月
に
台
北・高
雄
（
左
営
）

間
が
全
線
開
業
し
ま
し
た
。

❷ 

事
業
へ
の
参
画
形
態

　

台
湾
政
府
が
発
注
す
る
事
業
権
入
札

に
お
い
て
、 

事
業
権
契
約
者
と
な
っ
た
台

湾
高
速
鉄
路
公
司
に
よ
り
さ
ま
ざ
ま
な

発
注
契
約
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
こ
の
う

ち
、日
本
連
合
（
三
菱
重
工
、川
崎
重
工
、

東
芝
、三
菱
商
事
、三
井
物
産
、住
友
商
事
、

丸
紅
）
は
Ｅ
＆
Ｍ
お
よ
び
軌
道
工
事
を
サ

プ
ラ
イ
ヤ
ー
と
し
て
受
注
し
ま
し
た
。

　

台
湾
高
速
鉄
路
公
司
は
、
土
木
、
駅
、

Ｅ
＆
Ｍ
、軌
道
、車
両
基
地
の
五
つ
の
パ
ッ

ケ
ー
ジ
に
分
け
て
工
事
を
発
注
し
ま
し

た
。 

そ
れ
ぞ
れ
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
は
、
更

に
そ
の
中
で
い
く
つ
か
の
工
区
に
分
け
ら

れ
る
の
で
す
が
、 

日
本
連
合
が
受
注
し
た

範
囲
は
、
車
両
、
軌
道
設
備
、
電
気
設

備
全
体
の
供
給
と
保
守
で
す
。 　
　
　

　

こ
の
日
本
連
合
に
対
し
技
術
支
援
を

実
施
す
る
、
Ｊ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｓ
（
海
外
鉄
道

技
術
協
力
協
会
）
の
要
請
に
よ
り
、
機

構
は
建
設
の
専
門
家
を
派
遣
し
ま
し
た
。

　

機
構
は
、
台
湾
高
速
鉄
道
の
計
画
段

階
（
１
９
８
９
年
）
か
ら
２
０
０
６
年

度
ま
で
の
間
に
、
延
べ
５
１
２
名
の
職
員

を
派
遣
し
ま
し
た
。
特
に
、
日
本
連
合

が
応
札
し
た
Ｅ
＆
Ｍ
と
軌
道
の
受
注
が

決
ま
り
、
現
地
で
の
作
業
が
本
格
的
に

始
ま
っ
た
２
０
０
０
年
度
以
降
の
延
べ
派

遣
者
数
は
４
４
６
名
で
あ
り
、 

最
盛
期

の
２
０
０
１
、 

２
０
０
２
年
度
に
は
年
間

１
０
０
名
以
上
の
機
構
職
員
を
専
門
家

と
し
て
派
遣
し
ま
し
た
。

❸ 

技
術
支
援
の
例

　

機
構
が
台
湾
高
速
鉄
道
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
お
い
て
実
施
し
た
技
術
支
援
の
具

体
的
な
例
を
以
下
に
お
い
て
紹
介
致
し

ま
す
。

　

日
本
連
合
の
入
札
提
案
書
を
作
成
す

る
た
め
に
、
Ｊ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｓ
は
高
速
鐡
道
研

究
会
を
発
足
さ
せ
、
土
木
、
軌
道
、
停

車
場
、
環
境
対
策
、
電
気
設
備
の
計
画

に
関
す
る
技
術
支
援
を
実
施
し
ま
し
た
。 

こ
の
時
、
機
構
は
組
織
内
に
チ
ー
ム
を

設
立
し
短
期
間
で
組
織
的
な
対
応
を
し

ま
し
た
。 

当
時
の
記
録
を
見
る
と
、「
本

社
の
小
部
屋
に
パ
ソ
コ
ン
14
台
が
設
置
さ

図2　台湾高速鉄道路線図

開業済み
今後開業予定
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れ
、 

台
湾
高
速
鉄
道
の
中
国
語
と
英
語

の
技
術
書
類
が
山
の
よ
う
に
積
ま
れ
、
路

線
図
と
縦
断
図
が
広
げ
ら
れ
た
。 

作
業

は
、
台
湾
側
が
要
求
す
る
仕
様
を
満
た

し
、 

新
幹
線
の
工
事
実
施
計
画
申
請
書

類
と
同
様
な
書
式
で
作
成
す
る
方
針
の

下
で
進
め
ら
れ
た
。 

わ
ず
か
１
カ
月
程

度
で
台
湾
高
速
鉄
道
の
工
事
実
施
計
画

の
骨
子
が
ま
と
ま
り
、
細
部
の
検
討
を

日
本
連
合
と
調
整
し
た
。
そ
の
検
討
結

果
は
、
台
湾
で
開
催
し
た
プ
レ
ゼ
ン
で

披
露
し
た
」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
全
線
開
業
に
先
立
ち
、
試
験

線
区
間
が
台
湾
南
部
の
本
線
上
に
設
け

ら
れ
ま
し
た
。
２
０
０
５
年
度
に
試
験

を
実
施
す
る
の
に
際
し
、 

当
該
区
間
の

実
車
走
行
に
よ
る
総
合
監
査
を
行
う
た

め
、 

機
構
は
、
軌
道
分
野
の
職
員
６
名

を
現
地
に
派
遣
し
、
測
定
結
果
の
分
析

と
そ
れ
に
伴
う
軌
道
整
備
に
関
わ
る
技

術
支
援
を
行
い
ま
し
た
。
更
に
全
線
に

わ
た
る
総
合
試
験
実
施
の
た
め
に
軌
道

と
電
気
分
野
の
職
員
を
現
地
に
派
遣
し
、 

機
構
が
有
し
て
い
る
開
業
前
に
お
け
る

高
速
鉄
道
の
総
合
試
験
に
関
す
る
専
門

的
な
知
見
を
提
供
し
て
、 

技
術
支
援
に

貢
献
し
た
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

❶ 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
概
要

　

イ
ン
ド
高
速
鉄
道
の
最
初
の
路
線
で

あ
る
ム
ン
バ
イ
・
ア
ー
メ
ダ
バ
ー
ド
間
高

速
鉄
道
は
、
イ
ン
ド
最
大
の
経
済
都
市

で
あ
る
ム
ン
バ
イ
と
イ
ン
ド
西
部
の
主
要

都
市
ア
ー
メ
ダ
バ
ー
ド
を
結
ぶ
延
長
約

５
０
０
㎞
の
路
線
で
す
。
２
０
１
３
年
に

日
印
首
脳
会
談
で
の
合
意
に
基
づ
き
イ

ン
ド
鉄
道
省
と
独
立
行
政
法
人
国
際
協

力
機
構
（
以
下
、「
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
」
と
い
う
）

に
よ
る
日
印
共
同
調
査
が
開
始
さ
れ
ま

し
た
。
そ
し
て
２
０
１
５
年
12
月
の
日
印

首
脳
会
談
に
お
い
て
、
両
国
政
府
間
で

日
本
の
新
幹
線
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
関
す

る
協
力
覚
書
が
締
結
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

に
よ
り
イ
ン
ド
国
内
最
初
の
高
速
鉄
道

路
線
に
日
本
の
新
幹
線
方
式
が
採
用
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

❷ 

技
術
支
援
の
例

　

機
構
は
国
土
交
通
省
か
ら
の
要
請
を

受
け
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
や
フ
ィ
ジ
ビ
リ
テ
ィ

ス
タ
デ
ィ
調
査
団
の
一
員
で
あ
る
日
本

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
株
式
会
社（
以
下
、「
Ｊ

Ｉ
Ｃ
」
と
い
う
）
等
に
対
し
て
、
さ
ま

ざ
ま
な
面
で
機
構
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か

し
て
協
力
を
し
て
い
ま
す
。
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

へ
は
機
構
職
員
を
技
術
専
門
家
と
し
て

派
遣
し
て
お
り
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
に
対
し
て
も

人
的
支
援
や
技
術
支
援
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、
イ
ン
ド
鉄
道
省
お
よ
び

イ
ン
ド
高
速
鉄
道
公
社
の
職
員
の
研
修

の
一
環
と
し
て
、
日
本
の
新
幹
線
建
設

現
場
へ
の
視
察
受
け
入
れ
も
行
っ
て
い

ま
す
。

　

今
後
の
国
際
業
務
の
展
開

　

２
０
１
８
年
８
月
31
日
に
施
行
さ
れ

た
海
外
イ
ン
フ
ラ
展
開
法
は
、
新
興
国
を

中
心
と
し
た
世
界
の
膨
大
な
イ
ン
フ
ラ
需

要
を
日
本
経
済
に
取
り
込
む
た
め
に
、
独

立
行
政
法
人
な
ど
の
公
的
機
関
が
案
件

形
成
段
階
か
ら
積
極
的
に
関
わ
る
こ
と

で
、
我
が
国
の
事
業
者
が
参
入
し
や
す

い
環
境
を
実
現
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。
鉄
道
・
運
輸
機
構
は
こ
れ
ま

で
に
培
っ
た
技
術
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し

て
、
新
幹
線
技
術
の
活
用
が
見
込
ま
れ
る

海
外
高
速
鉄
道
に
関
す
る
調
査
、
設
計
、

機構職員によるプレゼンテーション

（2） 

イ
ン
ド
高
速
鉄
道 
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工
事
管
理
等
に
お
い
て
、
そ
う
し
た
役
割

を
担
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

海
外
高
速
鉄
道
に
関
す
る
業
務
と
し

て
は
、
実
際
に
海
外
高
速
鉄
道
を
建
設

し
よ
う
と
す
る
外
国
の
機
関
に
対
し
て
、

民
間
企
業
と
連
携
し
な
が
ら
調
査
、
設

計
、工
事
管
理
等
を
支
援
す
る
場
合
（
発

注
者
側
の
支
援
）
と
、
海
外
高
速
鉄
道

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
受
注
し
よ
う
と
す
る

日
本
企
業
連
合
に
設
計
・
工
事
管
理
等

を
支
援
す
る
場
合
（
受
注
者
側
の
支
援
）

の
二
つ
が
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
ど
ち
ら

の
場
合
に
お
い
て
も
、
整
備
新
幹
線
建

設
に
お
い
て
蓄
積
し
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活

か
し
て
、
土
木
・
軌
道
・
電
気
等
の
系

統
間
調
整
を
中
心
と
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク

図表3　機構の業務イメージ

北陸新幹線の工事現場を
訪れたインド視察団

図表4　今後の国際業務の展開

相
手
国

案件形成 調査・設計 建設 運営・維持管理

※機構は、案件の整備方式に応じて、
　発注者（相手国）支援業務か、受
　注者（日本企業）支援業務のいず
　れかを実施。

土木・軌道等の
整備

工事管理等の支援

現地事業者への
技術支援等

国等 機構および民間コンサル（JV）
トップセールス
等の実施

事業性調査、
設計等の支援

入札、工事管理
等の支援

日本企業

機構

ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
参
画
す
る
こ
と
が

考
え
ら
れ
ま
す
。

　

お
わ
り
に

　

海
外
へ
の
イ
ン
フ
ラ
シ
ス
テ
ム
展
開

は
、
相
手
国
の
発
展
に
つ
な
が
り
国
際
貢

献
へ
の
寄
与
度
が
大
き
い
こ
と
や
、
我
が

国
の
民
間
事
業
者
の
受
注
機
会
の
拡
大

に
よ
る
経
済
波
及
効
果
が
大
き
い
と
見

込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
我
が
国
の
成
長
戦

略
の
最
重
要
施
策
の
一つ
に
位
置
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
も
高
速
鉄
道
を

含
め
た
鉄
道
分
野
は
、
相
手
国
の
発
展

は
も
と
よ
り
、
我
が
国
企
業
の
現
地
に
お

け
る
進
出
拠
点
の
整
備
や
販
売
市
場
の

獲
得
に
も
大
き
く
影
響
を
及
ぼ
す
と
考

え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
と
り
わ
け
注
目
を

集
め
て
い
ま
す
。

　

各
国
で
旺
盛
な
高
速
鉄
道
へ
の
ニ
ー

ズ
を
背
景
に
、
機
構
と
し
て
は
果
た
し

得
る
役
割
の
実
行
に
向
け
て
全
力
で
取

り
組
ん
で
い
く
所
存
で
す
。
引
き
続
き

国
土
交
通
省
や
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
を
は
じ
め
、

関
係
の
皆
様
の
ご
協
力
を
賜
り
な
が
ら
、

機
構
に
課
せ
ら
れ
た
使
命
を
遂
行
す
べ

く
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

海外インフラ展開法施行前 海外インフラ展開法施行後

海外インフラ展開法で追加された業務

▶J ICA等の依頼に基づく海外の鉄道に
　関する技術協力等

　新幹線技術の活用が見込まれる海外
　の高速鉄道に関する調査、測量、設
　計、工事管理、試験および研究

▶JICA等の依頼に基づく海外の鉄道に
　関する技術協力等



平
成
34
年
度
末
の
金
沢
・
敦
賀
間
完
成
を
目
指
し
、

建
設
工
事
が
佳
境
を
迎
え
て
い
る
北
陸
新
幹
線
。

ト
ン
ネ
ル
か
ら
国
内
の
鉄
道
橋
最
大
の
支
間
長
と
な
る
橋
り
ょ
う
ま
で
、

全
工
区
が
一
丸
と
な
っ
て
建
設
を
進
め
て
い
る

石
川
県
加
賀
市
の
現
場
を
レ
ポ
ー
ト
す
る
。

文
・
写
真
：
栗
原 

景
（
フ
ォ
ト
ラ
イ
タ
ー
）

大
阪
支
社 
加
賀
鉄
道
建
設
所
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細坪橋りょうの北側工事現場。必
要以上に山を崩さず、狭い用地の
中で橋脚の基礎を掘削していく

 

◀

 
北
陸
新
幹
線

多
種
多
様
な
構
造
物
を
、

全
工
区
に
お
い
て
フ
ル
稼
働
で
建
設
す
る
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泉
旅
館
か
ら
の
送
迎
バ
ス
が
に
ぎ
や
か
に
発
着
す
る
。

　

そ
ん
な
加
賀
温
泉
駅
か
ら
５
分
ほ
ど
歩
い
た
所
に
、

加
賀
鉄
道
建
設
所
が
あ
る
。
小
松
市
内
の
高
崎
起
点

３
７
６
・
４
㎞
地
点
か
ら
、
加
賀
市
内
を
通
っ
て
石

川
・
福
井
県
境
付
近
で
あ
る
同
３
９
６
・
０
㎞
地
点

ま
で
の
約
19
・
６
㎞ 
を
担
当
す
る
建
設
所
で
、
平
成

28
年
５
月
に
、
小
松
鉄
道
建
設
所
か
ら
分
離
す
る
形

で
発
足
し
た
。
高
架
橋
や
橋
り
ょ
う
な
ど
の
明
か
り

区
間
（
ト
ン
ネ
ル
以
外
の
地
上
区
間
）
が
15
・
５
㎞ 

と
全
体
の
約
８
割
を
占
め
、
ト
ン
ネ
ル
は
、
石
川
・

福
井
県
境
を
越
え
る
５
４
６
０
ｍ
の
加
賀
ト
ン
ネ
ル

の
う
ち
石
川
県
側
の
４
・
１
㎞ 
を
担
当
し
て
い
る
。

　
「
当
建
設
所
で
は
、
担
当
区
間
を
14
の
工
区
に
分
け

て
建
設
を
進
め
て
い
ま
す
。
19
・
６
㎞ 
の
中
に
ト
ン

ネ
ル
も
あ
れ
ば
、
明
か
り
区
間
も
あ
り
、
さ
ら
に
明

か
り
区
間
に
も
実
に
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の
構
造
物
が

あ
る
と
い
う
の
が
最
大
の
特
徴
で
す
」

　

ニ
コ
ニ
コ
と
顔
を
ほ
こ
ろ
ば
せ
な

が
ら
説
明
す
る
の
は
、
今
年
４
月
に

２
代
目
所
長
と
し
て
就
任
し
た
宮み
や
ざ
き嵜

俊
彦
所
長
だ
。
広
島
県
出
身
の
38
歳
。

北
陸
新
幹
線
の
建
設
現
場
を
数
多
く

経
験
し
、
新
幹
線
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト

と
も
い
え
る
宮
嵜
所
長
だ
が
、
加
賀

鉄
道
建
設
所
で
の
仕
事
は
こ
れ
ま
で

に
な
い
挑
戦
だ
と
い
う
。

　
「
14
の
工
区
が
同
時
に
フ
ル
稼
働

で
進
行
し
て
い
る
の
で
す
」

　

金
沢
・
敦
賀
間
は
、
当
初
平
成
37

年
度
の
開
業
予
定
だ
っ
た
が
、
３
年

▶▶北陸新幹線

■加賀鉄道建設所担当区間

加賀トンネル中工区の金沢方切羽。柔らかい泥岩に適した自由断面掘削機で
掘っていく。JR北陸本線の直下を通過しており細心の注意が必要である

コンクリートの打ち込みは移動式型枠で順次行っていく。斜坑が狭いためこう
した大型の機械はトンネルの内部で組み立てる

３
年
前
倒
し
に

全
力
で
対
応
す
る　
の
工
区

　
「
あ
れ
は
な
ん
の
工
事
だ
ろ
う
」

　
「
北
陸
新
幹
線
で
し
ょ
う
。
前
に
来
た
時
は
全
然
な

か
っ
た
の
に
」

　

大
阪
行
き
特
急
「
サ
ン
ダ
ー
バ
ー
ド
」
の
車
内
で
、

乗
客
が
話
し
合
う
声
が
聞
こ
え
た
。
進
行
方
向
左
側

に
、
水
田
の
中
を
ま
っ
す
ぐ
延
び
る
高
架
線
の
建
設

が
進
ん
で
い
る
の
が
見
え
る
。
こ
の
区
間
に
乗
車
す

る
の
は
１
年
ぶ
り
だ
が
、
一
段
と
建
設
が
進
ん
だ
。

　

北
陸
本
線
の
加
賀
温
泉
駅
は
、
新
幹
線
工
事
の

真
っ
最
中
で
あ
る
。
北
陸
新
幹
線
金
沢
・
敦
賀
間

１
２
５
・
１
㎞ 
が
、
約
４
年
後
の
平
成
34
年
度
末
の

開
業
を
目
指
し
建
設
中
だ
。
平
成
29
年
５
月
か
ら
仮

駅
舎
で
の
営
業
を
行
っ
て
い
る
が
、
駅
横
か
ら
は
温

14

加賀鉄道建設所
担当区間

加賀市

あわら市 小松市

加賀トンネル

加賀温泉駅 小松駅

芦原温泉駅

加賀温泉駅

加賀市

大聖寺川橋りょう 動橋川橋りょう

第３矢田野橋りょう

三谷川橋りょう

加賀トンネル

細坪橋りょう

所長の人柄もあって
アットホームな雰囲
気の加賀鉄道建設
所
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前
倒
し
し
て
平
成
34
年
度
末
の
開
業

が
決
ま
っ
た
。
こ
の
た
め
、
昨
年
ま
で

に
す
べ
て
の
工
区
の
建
設
工
事
が
発

注
さ
れ
、
現
在
、
た
く
さ
ん
の
人
員

が
投
入
さ
れ
て
、
全
力
で
作
業
が
進

め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

２
切
羽
同
時
進
行
の

加
賀
ト
ン
ネ
ル
中
工
区

　

宮
嵜
所
長
の
案
内
で
、
ま
ず
は

最
も
福
井
県
寄
り
に
位
置
す
る
加
賀
ト
ン
ネ
ル
中
工

区
を
訪
れ
た
。
５
４
６
０
ｍ
の
加
賀
ト
ン
ネ
ル
は
、

三
つ
の
工
区
に
分
け
ら
れ
、
こ
の
う
ち
北
工
区
と
中

工
区
が
加
賀
鉄
道
建
設
所
の
担
当
だ
。
山
岳
ト
ン
ネ

ル
の
中
間
工
区
で
は
、
進
入
の
た
め
の
斜
坑
を
設
け

て
か
ら
起
点
側
と
終
点
側
を
片
側
ず
つ
順
に
掘
削
す

る
こ
と
が
多
い
が
、
工
期
短
縮
の
た
め
起
点
側
と
終

点
側
を
同
時
に
掘
り
進
む
、
２
切
羽
同
時
掘
削
が
行

わ
れ
て
い
る
。
底
部
へ
ア
ー
チ
型
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト

を
流
し
込
む
イ
ン
バ
ー
ト
や
、
壁
面
に
コ
ン
ク
リ
ー

ト
を
打
ち
込
む
覆
工
も
、
金
沢
側
、
敦
賀

側
の
両
方
で
同
時
進
行
だ
。

　

中
工
区
の
責
任
者
で
あ
る
佐
藤
工
業
の

鈴
木
仁
志
氏
は
、「
２
切
羽
同
時
進
行
は
珍

し
く
、
ま
た
斜
坑
が
狭
い
た
め
安
全
に
は

特
に
心
掛
け
て
い
ま
す
」
と
語
る
。
発
生

し
た
ズ
リ
（
掘
削
土
）
の
搬
出
は
、
狭
い

斜
坑
を
ト
ラ
ッ
ク
が
行
き
交
う
の
を
避
け

る
た
め
、
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ア
ー
を
使
用
し
て

い
る
。

　
「
こ
の
辺
り
は
地
盤
が
柔
ら
か
い
泥
岩
の
た
め
、
山

が
崩
れ
て
こ
な
い
よ
う
き
ち
っ
と
支
保
を
打
っ
て
、

状
況
を
確
認
し
て
い
ま
す
」

　

そ
う
語
る
鈴
木
氏
は
、
こ
の
日
も
金
沢
方
の
切
羽

に
わ
ず
か
な
変
位
を
認
め
て
い
た
。
状
況
は
す
ぐ
に

宮
嵜
所
長
へ
報
告
さ
れ
、
追
加
の
対
策
が
施
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
。

国
内
の
鉄
道
橋
最
大
の
支
間
長
と
な
る

細
坪
橋
り
ょ
う　

　

続
い
て
、
加
賀
ト
ン
ネ
ル
の
金
沢
方
坑
口
に
近
い

細
坪
橋
り
ょ
う
を
訪
れ
た
。
細
坪
橋
り
ょ
う
は
、
Ｊ

Ｒ
大だ
い
し
ょ
う
じ

聖
寺
駅
の
南
側
で
国
道
８
号
と
交
差
す
る
橋

り
ょ
う
だ
。
狭
い
谷
を
盛
土
で
ま
た
ぐ
国
道
の
更
に

上
を
越
え
る
た
め
、
支
間
（
橋
脚
の
間
隔
）
を
長
く

取
る
必
要
が
あ
り
、
３
径
間
エ
ク
ス
ト
ラ
ド
ー
ズ
ド

橋
が
採
用
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
主
桁
を
斜
め
に
緊
張

さ
せ
た
Ｐ
Ｃ
鋼
材
で
補
強
す
る
方
式
で
、
支
間
長
を

長
く
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
細
坪
橋
り
ょ
う
は
、
国

道
を
ま
た
ぐ
部
分
の
支
間
長
が
１
５
５
ｍ
で
、
完
成

金沢側の切羽付近に見られる
わずかな変位の状況について
宮嵜所長に伝える鈴木氏

ニューマチックケーソン工法で建設されている細坪橋りょうの基礎。隣の橋脚
まで 155ｍもあるため、直径 20ｍにもなる

ニューマチックケーソン工法で建設されている大聖寺川橋りょうの橋脚。手前
から二つめと三つめの橋脚の間を川が流れる

細坪橋りょう予定地。高い盛土の更に上を越す
ため国内の鉄道橋最大の支間長となるエクスト
ラドーズド橋が採用された
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す
れ
ば
東
北
新
幹
線
三
内
丸
山
橋
り
ょ
う
の
１
５
０

ｍ
を
凌
ぐ
、
国
内
の
鉄
道
最
大
規
模
と
な
る
。

　

現
在
は
橋
脚
の
基
礎
を
作
っ
て
い
る
段
階
だ
。
国

道
前
後
の
３
本
の
橋
脚
基
礎
は
、
ニ
ュ
ー
マ
チ
ッ
ク

ケ
ー
ソ
ン
工
法
で
建
設
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
地
上

で
製
作
し
た
函
ケ
ー
ソ
ンの
下
部
に
気
密
性
の
作
業
室
を
設
け

て
地
中
に
沈
め
、
圧
縮
空
気
を
送
り
込
ん
で
地
下
水

の
浸
入
を
防
ぎ
な
が
ら
掘
削
作
業
を
行
う
工
法
。
こ

の
辺
り
の
よ
う
な
地
下
水
位
の
高
い
地
盤
で
も
高
品

質
な
構
造
物
を
造
れ
る
利
点
が
あ
る
。

▶▶北陸新幹線

　

国
道
北
側
の
斜
面
で
は
、
竹
を
斜
め

に
割
っ
た
よ
う
な
リ
ン
グ
状
の
コ
ン
ク

リ
ー
ト
壁
が
並
び
、
安
全
帯
を
付
け
た

作
業
員
た
ち
が
手
作
業
で
鉄
筋
を
組
ん

で
い
る
。
こ
ち
ら
は
竹
割
土
留
工
法
に

よ
る
橋
脚
の
建
設
だ
。
山
を
大
き
く
削

る
こ
と
な
く
、
地
山
を
補
強
し
な
が
ら

掘
削
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

日
本
の
鉄
道
技
術
を
学
ぶ

ミ
ャ
ン
マ
ー
の
女
性

　

細
坪
橋
り
ょ
う
の
現
場
か
ら
１
㎞
余
り
加
賀
温
泉

駅
方
面
に
戻
る
と
、
三
谷
川
橋
り
ょ
う
と
大
聖
寺
川

橋
り
ょ
う
の
現
場
が
あ
る
。
こ
ち
ら
は
プ
レ
ス
ト
コ

ン
ク
リ
ー
ト
を
使
っ
た
一
般
的
な
Ｐ
Ｃ
箱
桁
橋
だ
が
、

施
工
に
は
張
出
架
設
工
法
が
使
わ
れ
て
い
る
。
張
出

架
設
工
法
と
は
、１
本
の
橋
脚
の
左
右
に
桁
を
数
メ
ー

ト
ル
ず
つ
バ
ラ
ン
ス
を
取
り
な
が
ら
延
ば
し
て
い
く

工
法
で
あ
る
。

　
「
や
じ
ろ
べ
え
の
腕
の
よ
う
に
、
桁
を
延
ば
し
て
い

く
ん
で
す
」
と
、
宮
嵜
所
長
。

　
「
夏
や
秋
な
ど
、
増
水
す
る
時
期
は
河
川
内
で
の
作

業
が
で
き
ま
せ
ん
し
、
な
る
べ
く
川
の
断
面
を
邪
魔

し
な
い
よ
う
に
作
る
の
で
す
」

　

こ
れ
に
よ
り
、
河
川
敷
内
に
橋
脚
を
設
置
す
る
こ

と
な
く
架
設
で
き
る
。
大
聖
寺
川
橋
り
ょ
う
は
85
ｍ
、

三
谷
川
橋
り
ょ
う
は
１
０
３
ｍ
と
い
う
、
Ｐ
Ｃ
箱
桁

橋
と
し
て
は
長
い
支
間
長
を
実
現
し
た
。

　

や
は
り
張
出
架
設
工
法
で
建
設
さ
れ
て
い
る
加
賀

温
泉
駅
東
方
の
動
い
ぶ
り
は
し
か
わ

橋
川
橋
り
ょ
う
で
は
、
若
い
女
性

やじろべえのような張出架設工法がよく分かる、加賀温泉駅東方の八日市川橋りょう。中央の橋脚を
支点に左右にバランス良く高架橋が延長されていく

動橋川橋りょうの現場で作業に従事する
スーミャットウェイさん。この日は鋼管の腐
食を防ぐ PCグラウトの充填作業を行って
いた

竹を斜めに切ったような形になる、竹割土
留工法による橋脚基礎

作
業
員
が
片
付
け
を
行
っ
て
い
た
。
ミ
ャ
ン
マ
ー
出

身
の
、
ス
ー
ミ
ャ
ッ
ト
ウ
ェ
イ
さ
ん
24
歳
だ
。
ミ
ャ
ン

マ
ー
に
営
業
所
を
持
つ
建
設
会
社
の
正
社
員
で
、
今

年
の
春
に
来
日
し
た
。

　
「
日
本
で
経
験
を
積
ん
で
、
将
来
は
ミ
ャ
ン
マ
ー
に

新
幹
線
を
作
り
た
い
で
す
」

　

来
日
７
カ
月
と
は
思
え
な
い
流
ち
ょ
う
な
日
本
語

で
語
る
ス
ー
ミ
ャ
ッ
ト
ウ
ェ
イ
さ
ん
。
ミ
ャ
ン
マ
ー
に

は
、
近
年
日
本
か
ら
中
古
の
鉄
道
車
両
が
数
多
く
輸

出
さ
れ
て
い
る
。
彼
女
が
北
陸
新
幹
線
の
現
場
で
学

ん
だ
高
度
な
施
工
技
術
は
、
将
来
き
っ
と
ミ
ャ
ン
マ
ー

の
鉄
道
の
発
展
に
役
立
つ
こ
と
だ
ろ
う
。

金
沢
に
続
け
と
地
元
の
期
待
も
大
き
い

　

翌
日
は
、
ま
ず
小
松
市
に
あ
る
花
坂
残
土
処
理
場

を
訪
れ
た
。
加
賀
ト
ン
ネ
ル
か
ら
搬
出
さ
れ
る
土
を

盛
り
立
て
て
お
り
、
１
日
延
べ
２
０
０
台
近
い
ダ
ン

プ
が
出
入
り
し
て
い
る
。
列
を
成
す
ダ
ン
プ
を
よ
く

見
る
と
、
新
潟
ナ
ン
バ
ー
も
あ
れ
ば
札
幌
ナ
ン
バ
ー

も
あ
る
。「
沖
縄
の
ダ
ン
プ
も
あ
り
ま
す
よ
」
と
、
宮

嵜
所
長
が
笑
っ
た
。
ま
さ
に
全
国
か
ら
、
新
幹
線
の
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現駅併設で建設が進められている加賀温泉駅。通過線を備えた相対式 2面 4線の駅となり、駅西側には保守基地を備える

第 3矢田野橋りょうでは前後の桁をクレーンで設置す
る作業が行われていた

加賀・小松の自然を象徴する木場潟と北陸新幹線高架
橋。沼地に近い地質で、新幹線の本線で初めて斜杭技
術が採用されている

建
設
に
駆
け
付
け
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

残
土
処
理
場
か
ら
戻
る
途
中
、
小
松
市
の
木き
ば
が
た

場
潟

公
園
に
立
ち
寄
っ
た
。
木
場
潟
は
、
加
賀
市
と
小
松

市
に
あ
っ
た
加
賀
三
湖
の
う
ち
唯
一
干
拓
さ
れ
ず
に

残
っ
た
調
整
池
だ
。
北
陸
新
幹
線
は
、
そ
の
西
側
を

通
過
す
る
。
開
業
す
れ
ば
白
山
を
バ
ッ
ク
に
湖
を
一

望
す
る
絶
景
ス
ポ
ッ
ト
に
な
る
だ
ろ
う
。
既
に
橋
脚

の
建
設
が
か
な
り
進
ん
で
い
る
が
、
こ
の
区
間
の
基

礎
は
斜
杭
基
礎
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
足
を
開
く
と

踏
ん
張
り
が
効
く
よ
う
に
、
鋼
管
杭
を
３
度
傾
け
て

打
設
す
る
こ
と
で
剛
性
が
高
ま
る
。
新
幹
線
の
本
線

に
採
用
さ
れ
た
の
は
、
こ
こ
が
初
め
て
だ
と
い
う
。

　

最
後
に
加
賀
市
内
に
戻
り
、
第
３
矢
田
野
橋
り
ょ

う
を
取
材
し
た
。
県
道
１
５
６
号
を
ま
た
ぐ
橋
で
、

道
路
を
長
時
間
規
制
で
き
な
い
た
め
、
工
場
で
鉄
製

の
橋
桁
を
製
作
し
て
お
き
、
ク
レ
ー
ン
で
つ
り
上
げ

て
一
晩
で
架
設
す
る
。
そ
の
後
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
床

板
を
施
工
す
る
合
成
桁
だ
。
既
に
主
桁
は
道
路
脇
の

ピ
ッ
ト
で
準
備
さ
れ
て
お
り
、
11
月
23
日
の
深
夜
に

作
業
が
行
わ
れ
た
。

　
「
今
回
ご
紹
介
し
た
現
場
の
ほ
か
に
も
、
盛
土
の
区

間
や
河
川
の
付
け
替
え
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
現
場
が

あ
り
、
平
成
34
年
度
末
の
開
業
に
間
に
合
わ
せ
る
べ

く
、
す
べ
て
の
現
場
が
フ
ル
稼
働
し
て
い
ま
す
」

　

地
元
の
北
陸
新
幹
線
に
寄
せ
る
期
待
も
、
極
め
て

強
く
感
じ
て
い
る
と
い
う
。「
北
陸
新
幹
線
の
金
沢
開

業
で
、
金
沢
と
北
陸
は
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。
自

治
体
で
も
、
１
日
も
早
く
新
幹
線
を
作
っ

て
ほ
し
い
と
い
う
声
を
耳
に
し
ま
す
。
安

全
を
し
っ
か
り
確
保
し
な
が
ら
全
体
を
も

れ
な
く
管
理
し
、
新
幹
線
を
作
り
上
げ
て

い
く
と
い
う
仕
事
に
、
こ
れ
ま
で
以
上
の

や
り
が
い
を
感
じ
て
い
ま
す
」

　

開
業
ま
で
あ
と
４
年
半
。
１
年
後
に
再

訪
す
れ
ば
、
い
や
数
カ
月
後
に
訪
れ
て
も
、

新
幹
線
は
今
よ
り
更
に
完
成
に
近
づ
い
て

い
る
こ
と
だ
ろ
う
。
敦
賀
開
業
は
、
も
う

す
ぐ
そ
こ
に
迫
っ
て
い
る
。

県道横のピットに搬入され架設の準備が進められてい
る第 3矢田野橋りょうの合成桁



　「レディー・カガを始め
たきっかけは、東日本大
震災だったんです」
　山代温泉の老舗旅館、

瑠璃光で女将代理を務める甘池英子さんが笑った。
加賀温泉郷で働く、おもてなしの心を持った女性た
ちのグループ「レディー・カガ」の会員番号1番だ。
　レディー・カガが発足したのは、震災が発生した
平成 23年のことである。
　「震災によって、旅館組合の青年部で行われていた
視察旅行が中止になったんです。そのお金で、皆を
元気にするような PR 動画を作ったのがレディー・カ
ガの始まりでした」
　加賀温泉駅のホームに加賀温泉郷で働く女性た
ち、すなわち“レディー・カガ”たちが並んで手を
振る動画は、そのユニークなネーミングとともに大
きな話題となった。
　「単に旅館の女将が温泉をPRするのではなく、ホ
テルの従業員ですとか、お土産屋さんの女性ですと
か、お客様をおもてなしするさまざまな女性が登場
して、人の魅力をアピールする動画にしたのが良かっ
たのだと思います」
　平成 27年の北陸新幹線開業時には、東京から
の一番列車を石川県知事らとともに金沢駅で出迎え
た。今も、金沢駅でのお出迎えや毎年恒例の「加賀
四湯博」への参加など、さまざまな活動を行っている。

　女将代理として、レディー・カガとして、多忙な日々
を送る甘池さんは、北陸新幹線に寄せる期待も大き
い。平成 30 年2月、印象的な出来事があった。
　「北陸地方に大変な大雪が降りました。交通機関
はほとんどマヒしてしまいましたが、新幹線だけは
ほぼ平常どおり動いていました。大阪からのお客様
の中には、新幹線を乗り継いで、東京を経由するこ
とで無事お帰りになられた方もいらっしゃいました。
その時、新幹線は本当にすごいなって思ったんです」
　それでも、金沢駅まで送迎するのには5時間かかっ
たという。
　「加賀温泉駅に新幹線が来れば、大雪が降っても
安心してお越しいただけるようになります。速さだけ
でなく、全国の心の距離感が近くなると思うんです」
　そんな甘池さんは、平成 29 年から加賀市の PR
動画「加賀市新幹線対策室」にレディー・カガの一
人として出演している。最新の動画では、同じ新幹
線停車駅のライバル・小松市との綱引きを面白おか
しく描いた。
　「対決シーンでは、いつものようにニコニコとPR
するのではなく、ライバルに対して意地悪な言い方
を求められました。あまり深く考えず、楽しんで演じ
させていただきました」
　新幹線敦賀開業に向けて、レディー・カガはます
ます活躍しそうだ。完成した動画はYouTubeで視
聴できる。

❖加賀温泉郷
加賀市と小松市にある四つの温泉の総称。「関西の奥座敷」
として多くの人に親しまれてきたが、北陸新幹線の開業に
よって首都圏から訪れる人も増えている。なお、「加賀温泉」
という温泉はない。

◉山代温泉
日本有数の湯量を誇り、1,300 年の歴
史を持つ、加賀温泉郷最大の温泉街。
歴史ある高級旅館が多い。九谷焼の窯
元も点在しており、九谷焼の故郷とも
言われる。北大路魯山人や与謝野晶子
など多くの文化人に愛されたことでも
知られる。
問い合わせ　☎ 0761-77-1144
（山代温泉観光協会）

◉山中温泉
北陸を代表する渓谷美、鶴仙郷一帯に
ある、文字どおり「山の中」の温泉街。

鎌倉時代に、傷ついた白鷺が傷を癒や
しているところを見た武士によって発
見されたという伝説がある。大聖寺川
に沿って温泉旅館が並び、山中漆器の
産地としても知られる。
問い合わせ　☎ 0761-78-0330
（山中温泉観光協会）

◉片山津温泉
加賀市北部の柴山潟のほとりにある。
湖越しに白山を眺めることができる、
風光明媚な温泉街。発見されたのは 17
世紀だが、温泉街として開発されたの
は明治時代に入ってからで、加賀温泉

郷の中では新しい。夏の花火大会や秋
のお月見が有名。
問い合わせ　☎ 0761-74-1123
（片山津温泉観光協会）

◉粟津温泉
加賀温泉郷の中では唯一小松市にある
温泉街。718 年に発見された歴史ある
温泉で、46代にわたって続く世界最古
の旅館もある。
問い合わせ　☎ 0761-65-1834
（粟津温泉観光協会）

19 鉄道・運輸機構だよりNo.60  2019 Winter

旅館「瑠
る り こ う

璃光」女将代理
レディー・カガ
会員番号1番

甘
あまいけ

池 英
えい

子
こ

さん

加
賀
温
泉
郷
で
働
く
女
性
た
ち
み
ん
な
で
お
も
て
な
し

活
動
8
年
目
を
迎
え
る
レ
デ
ィ
ー
・カ
ガ

▶▶北陸新幹線

レディー・カガはイベントへの参加をはじめ、八面六腑の大活躍。北陸新
幹線金沢・敦賀間開業に向け、活躍がますます期待される

山代温泉古総湯（共同浴場）
（写真提供：加賀市観光情報センター　KAGA旅・まちネット）



◆寄稿◆

地方鉄道を
訪ねて  
【長野県】

長野県

しなの鉄道  
しなの鉄道は、長野県、沿線市町等が出資している第三セクター鉄道。
平成9（1997）年、北陸新幹線の高崎・長野間が開業したことに伴い、
JR東日本から経営分離された信越本線の軽井沢・篠ノ井間を引き継ぎ、
全国初の並行在来線として開業した。
更に平成27（2015）年3月には、北陸新幹線の金沢延伸開業に伴い、
長野・妙高高原間を新たに引き継ぎ、北しなの線として運行を開始した。
2路線27駅のうち26駅は長野県だが、妙高高原駅は新潟県に位置する。

様
変
わ
り
し
た
軽
井
沢
駅

　

し
な
の
鉄
道
の
起
点
駅
は
軽
井
沢
駅
だ
。

同
駅
の
付
近
に
は
、
観
光
地
や
名
所
旧
跡

が
多
く
、
い
つ
も
の
よ
う
に
観
光
客
で
に
ぎ

わ
っ
て
い
た
。
現
駅
舎
の
隣
に
懐
か
し
い
旧

駅
舎
が
再
現
さ
れ
て
い
た
。
ぜ
い
た
く
な
休

憩
室
は
観
光
列
車
〝
ろ
く
も
ん
〞
の
乗
客

向
け
に
提
供
さ
れ
て
い
る
が
、
一
般
客
も
見

学
で
き
る
。

　

線
路
敷
き
跡
は
広
々
と
し
た
ウ
ッ
ド
デ
ッ

キ
が
敷
か
れ
、
親
子
連
れ
が
気
楽
に
楽
し

め
る
乗
り
物
や
小
店
が
並
ん
で
い
る
。
そ
の

一
角
に
は
碓
氷
峠
の
急
勾
配
を
上
る
列
車
の

補
助
牽
引
機
Ｅ
Ｆ
63
形
電
気
機
関
車
な
ど

が
置
か
れ
、
鉄
道
フ
ァ
ン
や
旅
人
の
目
を
ひ

い
て
い
た
。

　

旧
駅
舎
前
に
は
廃
線
と
な
っ
た
旧
草
軽

電
鉄
の
電
気
機
関
車
デ
キ
13
が
展
示
さ
れ

て
お
り
、
そ
れ
を
見
学
し
て
い
た
観
光
客
た

ち
か
ら
は
「
し
な
の
鉄
道
の
前
身
が
信
越
線

と
は
知
ら
な
か
っ
た
」「
新
幹
線
ば
か
り
に
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にぎやかな「旧軽井沢銀座通り」
（写真提供：長野県観光機構）

現在のしなの鉄道軽井沢駅

しなの鉄道軽井沢駅旧駅舎

旧草軽電鉄で使用された電気機関車
「デキ 13」

黒姫山を背に、北しなの線
古間・黒姫間を走る「115系」
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関
心
を
持
ち
過
ぎ
て
い
た
な
あ
」「
し
な
の

鉄
道
は
〝
テ
ク
テ
ク
旅
〞
に
最
高
だ
」
な
ど

の
声
が
聞
こ
え
た
。
そ
ん
な
声
に
押
さ
れ
、

ま
ず
は
、
し
な
の
鉄
道
全
線
を
フ
リ
ー
き
っ

ぷ
で
乗
車
す
る
こ
と
に
し
た
。

　
２
路
線
の
環
境
に
大
き
な
違
い

　

平
成
９
年
10
月
１
日
に
北
陸
（
当
時
は

長
野
）
新
幹
線
が
開
業
し
て
、
在
来
線
の

Ｊ
Ｒ
信
越
本
線
横
川
・
軽
井
沢
間
は
廃
止

さ
れ
、
Ｊ
Ｒ
バ
ス
碓
氷
線
に
転
換
さ
れ
た
。

そ
し
て
現
在
の
し
な
の
鉄
道
線
軽
井
沢
・
篠

ノ
井
間
の
経
営
は
、
長
野
県
や
沿
線
自
治

体
出
資
の
第
三
セ
ク
タ
ー
、
し
な
の
鉄
道
株

式
会
社
へ
と
引
き
継
が
れ
た
。
こ
の
区
間
の

営
業
キ
ロ
は
65
・
１
㎞
、
駅
数
は
19
駅
で
沿

線
に
は
産
業
や
観
光
地
が
点
在
す
る
。

　

更
に
平
成
27
年
３
月
14
日
に
は
、
Ｊ
Ｒ

信
越
本
線
長
野
・
妙
高
高
原
間
が
北
し
な

の
線
と
し
て
、し
な
の
鉄
道
に
移
管
さ
れ
た
。

こ
の
区
間
の
営
業
キ
ロ
は
37
・
３
㎞
、
駅
数

は
８
駅
で
あ
り
、
中
で
も
豊
野
・
妙
高
高
原

間
に
は
山
林
が
目
立
ち
、
典
型
的
な
生
活

路
線
と
い
っ
た
趣
だ
。
三
セ
ク
経
営
の
主
体

で
あ
る
長
野
県
の
交
通
政
策
課
は
「
２
路

線
の
環
境
の
違
い
は
あ
っ
て
も
、
鉄
道
と
し

て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
く
た
め
の
努
力
を

続
け
て
い
く
」
と
話
す
。

大
屋
駅
に
鉄
道
省
の
古
時
計

　

し
な
の
鉄
道
の
車
両
は
、
全
て
Ｊ
Ｒ
東
日

本
か
ら
譲
渡
さ
れ
た
１
１
５
系
で
、
年
配
の

方
は
懐
か
し
い
思
い
が
す
る
だ
ろ
う
。

　

沿
線
の
軽
井
沢
・
上
田
間
は
小
諸
市
を

中
心
に
観
光
地
が
多
い
。
信
濃
追
分
駅
近

く
の
宿
場
町
・
追
分
は
、
中
山
道
と
北
国

街
道
の
分
岐
点
に
で
き
た
ま
ち
で
、
華
や
か

な
軽
井
沢
と
は
対
照
的
な
雰
囲
気
を
持
っ

て
い
る
。
分
岐
点
辺
り
は
〝
分わ
か
さ去
れ
〞
と
独

特
の
言
い
方
が
さ
れ
る
の
も
面
白
い
。ま
た
、

作
家
・
堀
辰
雄
の
別
荘
が
あ
っ
た
所
で
も
あ

る
。
隣
の
御み

よ

た
代
田
駅
に
は
、旧
ス
イ
ッ
チ
バ
ッ

ク
線
上
に
蒸
気
機
関
車
Ｄ
51‒

７
８
７
が

保
存
展
示
さ
れ
て
い
る
。

　

小
諸
は
作
家
・
島
崎
藤
村
ゆ
か
り
の
地

と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
る
。
小
諸
城
跡
か
ら

は
千
曲
川
が
望
め
る
。
北
国
街
道
と
ほ
ぼ

並
行
し
た
街
道
筋
に
は
宿
場
町
・
海う
ん
の野
が

残
る
。

　

大
屋
駅
の
待
合
室
に
掛
け
ら
れ
た
大
き

な
古
時
計
は
大
正
12
（
１
９
２
２
）
年
の
も

の
で
、
鉄
道
省
の
紋
章
が
付
い
て
い
た
。
こ

こ
か
ら
依
田
川
沿
い
の
旧
上
田
丸
子
電
鉄

丸
子
線
の
廃
線
跡
を
歩
く
の
も
一
興
だ
ろ

う
。
旧
上
田
丸
子
電
鉄
は
、
現
在
の
上
田

電
鉄
別
所
線
上
田
・
別
所
温
泉
間
の
前
身

で
あ
る
。
上
田
駅
に
程
近
い
所
に
は
、〝
し

〈主な助成事業〉
■鉄道軌道近代化設備整備費補助金
　平成 15～ 19年度
■鉄道軌道輸送高度化事業費補助金
　平成 20・21年度
■鉄道駅総合改善事業費補助金
　平成 28年度
ワンマンカー車両の購入、変電所の改良、ホー
ムの嵩上げ・拡幅、コンクリート枕木化、新
駅設置、大規模バリアフリー化

〈会社概要〉
■本　　社　〒 386-0018
　　　　　　長野県上田市常田 1-3-39
■設　　立　平成 8（1996）年 5月 1日
■営業開始　平成 9（1997）年 10月 1日
　　　　　　（軽井沢・篠ノ井間）
■払込資本　24億 2,045 万円
■筆頭株主　長野県　73.64％
■代 表 者　代表取締役社長　玉木　淳
■従業員数　275名（平成 30年 7月 1日現在）
〈路　　線〉
■営業区間   しなの鉄道線：
　　　　　　軽井沢・篠ノ井間　65.1㎞〈複線〉
　　　　　　北しなの線：
　　　　　　長野・妙高高原間　37.3㎞〈単複線〉
　　　　　　（全線電化）
■駅　　数　27駅（直営 8駅、委託 13駅、
　　　　　　共同使用 3駅、無人駅 3駅）
■車 両  数　115系　59両   

  しなの鉄道株式会社

  鉄道・運輸機構の助成実績

■しなの鉄道路線図

長野県

長野県

上田電鉄

JR飯山線

北陸新幹線

北陸新幹線

北しなの線

しなの鉄道線

JR小海線

J
R
篠
ノ
井
線 群馬県

妙高高原

黒姫
古間

牟礼

豊野

三才

北長野
長野

安茂里
川中島

篠ノ井

屋代高校前
屋代

千曲
戸倉

坂城
テクノさかき

西上田

信濃国分寺

上田

大屋
田中

滋野
小諸
平原

御代田
信濃追分

中軽井沢

軽井沢

今井
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大屋駅と待合室にある古い大時計
（右）

大型ちょうちんが設置された JR長野駅の列柱

滋野駅

上田駅
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な
鉄
（
し
な
の
鉄
道
）〞
の
本
社
が
あ
る
。

　
上
田
以
西
に
広
が
る
都
市
化

　

上
田
か
ら
篠
ノ
井
を
経
由
し
て
長
野
ま

で
は
商
工
業
の
町
並
み
が
続
く
。
そ
の
中
で

象
徴
的
な
の
は
、
平
成
11
年
に
開
業
し
た

テ
ク
ノ
さ
か
き
駅
で
、
し
な
の
鉄
道
と
し
て

初
め
て
設
置
さ
れ
た
駅
だ
。
次
の
坂さ
か
き城
駅
に

は
石
油
油
槽
所
が
あ
り
、
通
勤
通
学
利
用

者
で
混
雑
し
て
い
た
。

　

西
上
田
か
ら
坂
城
ま
で
の
車
窓
か
ら
は
、

長
い
断
崖
上
の
山
肌
が
続
く
。
同
乗
の
若
い

サ
ラ
ー
リ
マ
ン
が
「
千
曲
川
へ
と
せ
り
出
し

た
虚こ
く
ぞ
う
さ
ん

空
蔵
山
で
す
」
と
教
え
て
く
れ
た
。
し

な
鉄
な
ら
で
は
の
気
軽
な
会
話
も
〝
テ
ク
テ

ク
旅
〞
な
ら
で
は
の
味
わ
い
だ
。
楽
し
い
会

話
を
続
け
て
い
る
う
ち
に
篠
ノ
井
駅
へ
と
到

着
し
た
。

新
潟
側
か
ら
の
乗
り
入
れ

　

北
し
な
の
線
の
黒
姫
・
妙
高
高
原
間
沿

線
は
豪
雪
地
帯
だ
。
車
窓
か
ら
は
、
飯
縄
、

戸
隠
、
黒
姫
、
妙
高
な
ど
の
山
並
み
が
楽

し
め
、
冬
に
な
れ
ば
ス
キ
ー
客
が
訪
れ
る
自

然
豊
か
な
地
域
で
あ
る
。
し
か
し
、
雪
害
の

多
さ
に
加
え
て
、
過
疎
化
の
ス
ピ
ー
ド
も
速

い
た
め
、
安
定
経
営
の
難
し
さ
が
分
か
る
。

　

黒
姫
駅
は
以
前
、地
名
の「
柏
原
」を
使
っ

て
い
た
こ
と
が
あ
る
。そ
の
柏
原
村
で
俳
人・

小
林
一
茶
（
１
７
６
３
〜
１
８
２
２
年
）
は
、

後
期
の
生
涯
を
過
ご
し
た
。
駅
か
ら
少
し
離

れ
た
所
に
一
茶
記
念
館
や
一
茶
終
焉
の
土
蔵

な
ど
が
あ
り
、訪
れ
る
人
が
後
を
絶
た
な
い
。

　

隣
の
古
間
駅
か
ら
少
し
離
れ
た
称
名
寺

に
は
、
戦
争
中
に
拠
出
さ
せ
ら
れ
た
鐘
に
代

え
て
、
岩
石
を
吊
る
し
た
鐘
が
あ
り
、
反
戦

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
て
い
る
。
ま
た
、
黒

姫
、
古
間
両
駅
の
中
間
に
は
、
９
万
年
以

前
の
人
類
や
ナ
ウ
マ
ン
ゾ
ウ
な
ど
の
歴
史
を

残
す
野
尻
湖
が
広
が
っ
て
い
る
。

　
三
才
駅
を
〝
聖
地
〞
に
し
た
い

　

最
近
、評
判
の
駅
は
〝
三さ
ん
さ
い才
〞
で
名
古
屋
、

大
阪
な
ど
か
ら
の
旅
客
誘
致
に
実
績
を
上
げ

て
い
る
。
筆
者
が
降
り
立
っ
た
時
は
10
月
の

ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
直
前
だ
っ
た
の
で
、
駅
内
の

飾
り
付
け
な
ど
の
会
話
で
盛
り
上
が
る
近
隣

の
女
子
大
生
や
中
高
生
た
ち
で
に
ぎ
わ
っ
て

い
た
。

　

そ
こ
で
「
ウ
エ
ル
カ
ム
三
才
児
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
事
務
局
長
の
太
田
秋
夫
さ
ん
に
お

会
い
し
た
。
６
年
前
か
ら
三
才
駅
を
中
心
に

　滋
しげ の

野駅は、しなの鉄道線、軽
井沢・上田間の駅だ。管理は上
田駅が行っている。「滋野駅を愛
する会」は地元のボランティア
団体で、会員はＪＡ、郵便局、タクシー会社などの従
業員を中心に22地区の約270名だ。滋野駅前の小さ
な庭の手入れひとつにしてもメンバーは手抜きなしの
仕事ぶりで、駅舎はもちろん、周辺環境を大事にする
心掛けが浸透している。中澤さんは「駅舎は大正10
（1921）年開業当時のものです。大切な文化財ですか
ら粗末にはできません」とリーダー格としての自覚を
語る。
　ホームから“江戸期の大力士、
雷電為右衛門生誕地”の掲示板が
見えた。「本来は、名所案内は別グ
ループの仕事ですが」と言いなが
ら、中澤さんは率先して駅から北
に500ｍ先の生家と墓地を案内し
てくれた。
　「雷電は張り手、かんぬき、突っ
張りを禁じ手とした力士です。正
攻法、力相撲そのもので、今時の
相撲とは大違いです」と、相撲談義を加えながらの郷
土自慢が途切れない。「せっかくのＰＲチャンスですか
ら、活かさないともったいない」（笑）
　滋野駅の先には、台湾の同名駅と姉妹駅協定を結ん
だ田中駅、生糸輸送に重要な役割りを果たしたと近代
化産業遺産に認定された大屋駅など、話題となる可能
性がある観光資源が多い。同行してくれた酒井彦弥上
田駅長は「滋野駅を愛する会の会員の方は、とにかく
一生懸命に協力してくれます。これからは、沿線活性
化の支えにもなっていただきたいです」と期待を語っ
た。

滋野駅を愛する会 顧問
中澤 豊房 さん

サポーターの
声

Supporters'
Voice

称名寺にある岩石を吊るした鐘

三才駅とホームに設置さ
れた115系の案内板（下）

ウエルカム三才児
プロジェクト事務
局長の太田秋夫さ
ん

雷電生家の屋内に作ら
れた土俵
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し
た
地
域
活
性
化
の
活
動
を
続
け
て
い
る
。

最
近
で
は
３
歳
児
の
親
子
連
れ
だ
け
で
も

年
間
２
万
人
以
上
が
同
駅
を
訪
れ
て
い
る

と
い
う
。

　

最
初
の
き
っ
か
け
は
、
名
古
屋
の
デ
パ
ー

ト
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
三
才
駅
が
マ
ー
ク
さ

れ
た
こ
と
だ
っ
た
。
今
で
は
長
野
県
内
や
名

古
屋
方
面
は
も
と
よ
り
、
東
京
、
大
阪
方

面
な
ど
の
遠
方
か
ら
も
３
歳
児
を
連
れ
た

家
族
連
れ
が
三
才
諏
訪
神
社
な
ど
に
訪
れ

て
い
る
。

　
「
駐
車
場
が
少
な
い
の
で
鉄
道
利
用
を
推

奨
し
て
い
ま
す
。
北
し
な
の
線
の
存
続
に
役

立
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
よ
。〝
三
つ
子
の

魂
〞
と
言
う
よ
う
に
３
歳
は
人
生
の
節
目
で

す
。
自
然
豊
か
な
環
境
の
中
で
親
子
の
会

話
を
楽
し
ん
で
も
ら
い
た
い
。
目
標
は
こ
こ

を
〝
３
歳
児
の
聖
地
〞
に
す
る
こ
と
で
す
」

と
、
太
田
さ
ん
も
手
応
え
を
感
じ
て
い
る
様

子
だ
。
沿
線
住
民
と
し
な
鉄
の
絆
を
強
く

感
じ
さ
せ
る
活
動
だ
。

る
。「
新
車
両
の
電
気
使
用
量
は

現
車
両
の
半
分
で
す
。
新
車
両

に
す
れ
ば
部
品
手
配
の
心
配
も

な
く
な
り
、
維
持
管
理
費
な
ど

も
含
め
て
考
え
れ
ば
大
幅
な
コ

ス
ト
削
減
が
図
れ
ま
す
。
そ
れ

は
安
全
・
安
心
の
鉄
道
維
持
に

つ
な
が
り
、
沿
線
地
域
の
幸
せ
に
貢
献
す
る

と
信
じ
て
い
ま
す
」（
玉
木
社
長
）

台
湾
鉄
路
と
協
定
締
結

　

そ
の
一
方
で
、
平
成
30
（
２
０
１
８
）
年

３
月
に
、
し
な
の
鉄
道
は
台
湾
の
台
湾
鉄
路

管
理
局
と
友
好
協
定
を
結
び
、
併
せ
て
両

社
沿
線
の
同
名
駅
「
田
中
」
の
姉
妹
駅
協

定
も
実
現
さ
せ
た
。

　
「
ア
ジ
ア
圏
で
人
気
の
冬
季
の
雪
景
色
を
、

人
々
に
ア
ピ
ー
ル
し
た
い
」
と
、
本
格
的
な

雪
シ
ー
ズ
ン
を
前
に
玉
木
社
長
の
声
は
弾
む
。

そ
し
て
「
し
な
鉄
沿
線
の
〝
本
物
〞
に
触
れ

る
機
会
を
増
や
し
た
い
の
で
す
。
そ
れ
こ
そ

地
域
と
と
も
に
発
展
す
る
三
セ
ク
鉄
道
の
本

来
の
姿
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」
と
言
う
。

　

長
野
県
は
、
そ
ば
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

リ
ン
ゴ
、
モ
モ
、
ブ
ド
ウ
な
ど
の
果
物
や
野

菜
類
は
全
国
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
で
あ
り
、〝
本

物
〞
の
そ
れ
ら
を
活
用
し
た
営
業
戦
略
を

進
め
た
い
と
の
考
え
だ
。
し
な
鉄
の
将
来
展

望
を
話
題
に
、
玉
木
社
長
と
の
話
は
尽
き
な

か
っ
た
。　　
　
（
フ
リ
ー
ラ
イ
タ
ー
　
平
野
雄
司
）

　
車
両
更
新
に
着
手

　

し
な
の
鉄
道
は
、
平
成
29
（
２
０
１
７
）

年
に
開
業
20
周
年
を
迎
え
た
。
そ
の
間
の

苦
労
、
苦
心
は
並
大
抵
で
は
な
か
っ
た
が
、　　

「
こ
れ
か
ら
も
地
域
と
と
も
に
発
展
し
て
い

き
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
安
全
で
安
定
し

た
輸
送
維
持
が
肝
要
で
す
。
現
在
の
最
大

の
課
題
は
老
朽
化
し
た
車
両
の
更
新
で
す
」

と
玉
木
淳
社
長
は
明
日
へ
の
展
望
を
語
る
。

同
時
に
、「
地
域
と
社
員
が
将
来
困
ら
な
い

よ
う
に
す
る
こ
と
が
私
の
努
め
で
す
」
と
も

話
す
。

　

車
両
の
更
新
計
画
は
２
０
１
９
年
度
か

ら
８
年
間
か
け

て
、
新
車
両
52
両

を
導
入
し
よ
う
と

い
う
も
の
だ
。
し

な
の
鉄
道
線
開
業

時
に
Ｊ
Ｒ
か
ら
譲

渡
さ
れ
た
車
両
は

製
造
後
40
年
前

後
が
経
過
し
て
い

ナウマンゾウ化石が出土する湖として知られる「野尻湖」

玉木淳社長

しなの鉄道では 8 色の 115 系
が走行している

日本百名山の一つ、妙高山

小林一茶に関する遺墨、遺品、拓本など
の出版物が展示されている「一茶記念館」

妙高高原駅

背後に黒姫山が見える、黒姫駅



ト ピ ッ ク ス01
第25回　「鉄道の日」記念イベント

■
第
25
回
鉄
道
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル（
日
比
谷
公
園
）の
開
催

にぎわう機構ブース

事
業
監
理
部
・
鉄
道
助
成
部

　「
鉄
道
の
日
」は
明
治
５（
１
８
７
２
）

年
10
月
14
日
に
鉄
道
が
開
通
し
た
日
を

記
念
し
て
、
鉄
道
の
発
展
を
祝
う
と
と

も
に
、
鉄
道
利
用
者
と
の
触
れ
合
い
を

持
ち
、
こ
れ
か
ら
の
〝
愛
さ
れ
る
鉄
道
〞

を
と
も
に
考
え
、
よ
り
一
層
の
発
展
に

寄
与
し
て
い
く
も
の
で
す
。

　

そ
の
一
環
と
し
て
、
平
成
30
年
10
月

６
日
（
土
）、
７
日
（
日
）
の
２
日
間
に

わ
た
り
、
日
比
谷
公
園
に
て
「
第
25
回

鉄
道
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
開
催
さ
れ
、

明治 5年10月14日、新橋・横浜間に日本で初めての鉄道が開通したことを記念して、
平成 6年に10月14日を「鉄道の日」と定め、毎年、記念行事が開催されています。
昨秋も全国でさまざまな関連行事が行われました。

当
機
構
も
ブ
ー
ス
を
出
展
し
ま
し
た
。

　

台
風
の
影
響
に
よ
り
直
前
ま
で
開
催

が
危
ぶ
ま
れ
ま
し
た
が
、
幸
運
に
も
両

日
と
も
汗
を
か
く
ほ
ど
の
快
晴
と
な
り

ま
し
た
。
多
く
の
鉄
道
フ
ァ
ン
や
親
子

連
れ
が
機
構
を
は
じ
め
鉄
道
事
業
者
等

の
各
ブ
ー
ス
を
訪
れ
、
実
行
委
員
会
事

務
局
の
発
表
で
は
、
来
場
者
数
は
２
日

間
で
昨
年
を
上
回
る
15
万
人
で
し
た
。

　

会
場
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
企
画
が
行
わ

れ
、「
鉄
道
の
日
」
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
の
〝
テ
ッ
ピ
ー
＆
テ
ッ
ピ
ー
ナ
〞

の
グ
リ
ー
テ
ィ
ン
グ
や
、
明
治
か
ら
現

在
に
至
る
ま
で
の
１
５
０
年
間
に
わ
た

る
「
年
表
で
見
る
日
本
の
鉄
道
史
」
の

パ
ネ
ル
展
示
等
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
各

鉄
道
会
社
に
よ
る
グ
ッ
ズ
販
売
で
は
、

長
蛇
の
列
が
で
き
た
ブ
ー
ス
も
数
多
く

見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

当
機
構
の
ブ
ー
ス
で
は
、
機
構
業
務

内
容
の
パ
ネ
ル
展
示
を
は
じ
め
、
今
年

で
開
業
30
周
年
を
迎
え
た
津
軽
海
峡
線

に
関
連
す
る
映
像
の
上
映
や
、
青
函
ト

ン
ネ
ル
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
プ
ラ
レ
ー
ル
、

各
種
模
型
の
展
示
を
行
い
ま
し
た
。
特

に
映
像
上
映
で
は
、
青
函
ト
ン
ネ
ル
建

設
当
初
か
ら
の
貴
重
な
映
像
で
あ
っ
た

鉄道の日イメージキャラクターのテッピー＆テッピーナ紹介
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「年表で見る日本の鉄道史」パネル展示子どもたちに大人気。青函トンネルをイメージしたプラレール

ナトムくん＆シールドちゃん顔ハメパネルで
記念撮影

第 19回「鉄道のあ
る風景写真コンテス
ト」表彰式

受賞作品の「銀杏輝く」（東京都　川出 尚志）

こ
と
か
ら
、
大
人
か
ら
子
ど
も
ま
で
多

く
の
方
々
に
興
味
深
く
ご
覧
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

ま
た
、
10
㎝
に
カ
ッ
ト
し
た
実
物

レ
ー
ル
を
持
ち
上
げ
る
体
験
コ
ー
ナ
ー

や
、
ナ
ト
ム
く
ん
＆
シ
ー
ル
ド
ち
ゃ
ん

の
顔
ハ
メ
パ
ネ
ル
は
親
子
で
楽
し
ん
で

い
た
だ
き
ま
し
た
。
機
構
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
、
広
報
誌
「
鉄
道
・
運
輸
機
構
だ
よ

り
」
等
の
配
布
も
多
く
の
方
々
に
喜
ば

れ
、
ま
た
環
境
報
告
書
の
配
布
の
際
は
、

多
数
の
方
々
か
ら
ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の
ご

協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
恒
例
の
ク
イ
ズ
で
は
、

機
構
の
業
務
内
容
や
略
称
、
津
軽
海

峡
線
の
開
業
年
等
に
関
す
る
出
題
を
行

い
、
多
く
の
方
々
に
楽
し
く
ご
回
答
い

た
だ
き
、
大
盛
況
と
な
り
ま
し
た
。

　

ご
来
場
い
た
だ
い
た
方
々
か
ら
は
、

「
機
構
に
つ
い
て
初
め
て
知
っ
た
。
勉
強

に
な
っ
た
」「
新
幹
線
の
計
画
を
知
る
こ

と
が
で
き
て
よ
か
っ
た
」「
来
年
も
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
」
等
の
う
れ
し
い

お
声
掛
け
や
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
コ
メ
ン

ト
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
本
年
も
機
構

ブ
ー
ス
に
は
、
お
子
様
か
ら
大
人
ま
で

幅
広
い
年
代
の
方
々
に
終
日
ご
来
場
い

た
だ
き
、
機
構
の
業
務
や
鉄
道
建
設
に

つ
い
て
大
い
に
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
第
19
回
「
鉄
道
の
あ
る

風
景
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
」表
彰
式
が
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
の
中
で
行
わ
れ
、

猪
井
審
査
委
員
長
よ
り
、
グ
ラ
ン
プ
リ・

国
土
交
通
大
臣
賞
（
作
品
名
「
銀
杏
輝

く
」）
を
受
賞
し
た
川
出
尚
志
さ
ん
に
賞

状
並
び
に
ト
ロ
フ
ィ
ー
が
授
与
さ
れ
ま

し
た
。

　

猪
井
審
査
委
員
長
か
ら
は
、「
巧
み
な

レ
ン
ズ
ワ
ー
ク
で
、
銀
杏
の
木
を
大
胆

に
フ
レ
ー
ミ
ン
グ
し
、
対
象
の
暗
部
に

列
車
を
配
置
す
る
な
ど
、
画
面
の
四
隅

ま
で
被
写
体
に
接
す
る
思
い
が
配
慮
さ

れ
て
お
り
、
何
よ
り
も
光
の
捉
え
方
が

見
事
で
あ
る
」
と
作
品
の
講
評
が
あ
り

ま
し
た
。

　

会
場
に
は
入
賞
・
入
選
作
品
の
展
示

ブ
ー
ス
が
設
け
ら
れ
、
多
く
の
来
場
者

が
鑑
賞
し
て
い
ま
し
た
。
入
賞
・
入
選

作
品
は
当
機
構
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も

紹
介
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く

だ
さ
い
。
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昨
年
10
月
６
日
（
土
）、
札
幌
駅
南
口

イ
ベ
ン
ト
広
場
に
お
い
て
、「
鉄
道
の
日
」

北
海
道
実
行
委
員
会
主
催
に
よ
る
第
25

回
「
鉄
道
の
日
」
記
念
イ
ベ
ン
ト
、「
鉄

道
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
in
北
海
道
」
が
開

催
さ
れ
、
北
海
道
新
幹
線
建
設
局
も
ブ
ー

ス
出
展
に
よ
り
参
加
し
ま
し
た
。

　

平
成
30
年
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
発

生
か
ら
約
１
カ
月
後
の
開
催
と
な
り
、
例

年
に
比
べ
来
場
者
数
の
減
少
も
予
想
さ
れ

ま
し
た
が
、
各
出
展
企
業
一
丸
と
な
り
、

「
元
気
で
す 

北
海
道
」
の
看
板
を
掲
げ
る

な
ど
し
て
、
あ
い
に
く
の
小
雨
ま
じ
り
の

天
候
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
多
く
の
方
々
に

ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

機
構
ブ
ー
ス
に
お
い
て
は
、「
新
幹
線

レ
ー
ル
の
模
型
」
や
「
説
明
パ
ネ
ル
〔
機

構
紹
介
、
北
海
道
新
幹
線
路
線
図
（
新

函
館
北
斗
・
札
幌
間
）
等
〕」
の
展
示
と

「
ビ
デ
オ
（
青
函
ト
ン
ネ
ル
工
事
記
録
、

ト
ン
ネ
ル
工
事
状
況
等
）」
を
上
映
す
る

と
と
も
に
、
北
海
道
新
幹
線
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
お
よ
び
機
構
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
を
配

布
し
、
北
海
道
新
幹
線
と
機
構
の
Ｐ
Ｒ

を
行
い
ま
し
た
。
ご
来
場
の
方
々
か
ら

ブ
ー
ス
の
機
構
職
員
へ
ご
質
問
を
い
た

だ
く
場
面
も
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
前
回
に
続
き
設
置
し
た
プ
ラ
レ
ー

ル
コ
ー
ナ
ー
で
は
今
回
も
多
く
の
子
ど

も
た
ち
の
笑
顔
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
全
体
で
は
、
毎
年
人
気
の

H
５
系
は
や
ぶ
さ
の
「
ミ
ニ
新
幹
線
乗

車
コ
ー
ナ
ー
」
や
「
ふ
わ
ふ
わ
遊
具
コ
ー

ナ
ー
」
が
今
回
も
設
置
さ
れ
、
家
族
連

れ
を
中
心
に
長
蛇
の
列
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
各
出
展

者
に
よ
る
ク
イ
ズ
や
じ
ゃ
ん
け
ん
大
会
、

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
の
記
念
撮
影
会
な
ど

が
開
催
さ
れ
、
多
く
の
方
々
で
に
ぎ
わ

い
ま
し
た
。　

　

当
初
の
心
配
を

よ
そ
に
、「
鉄
道

の
日
」
記
念
イ
ベ

ン
ト
は
今
年
も
大

盛
況
の
う
ち
に
幕

を
閉
じ
ま
し
た
。

　

昨
年
10
月
６
日
（
土
）・
７
日
（
日
）、「
夢

と
希
望
を
乗
せ
て
、
楽
し
い
未
来
へ
出

発
進
行
！
」
を
テ
ー
マ
に
、「
鉄
道
の
日
」

中
部
実
行
委
員
会
主
催
に
よ
る
第
25
回

「
鉄
道
の
日
」
記
念
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

例
年
同
様
に
イ
ベ
ン

ト
は
、
金
山
総
合
駅
コ

ン
コ
ー
ス
を
中
心
に
３

カ
所
の
会
場
で
行
わ

れ
、
両
日
と
も
に
大
勢

の
人
出
で
に
ぎ
わ
い
ま

し
た
。

　

初
日
の
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、

地
元
の
名
古
屋
経
済

大
学
高
蔵
高
校
吹
奏

楽
部
に
よ
る
生
演
奏
、

主
催
者
代
表
あ
い
さ
つ

や
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
が
行

わ
れ
、
更
に
中
部
地
区

に
関
係
し
た
ゆ
る
キ
ャ

ラ
が
集
結
し
た
こ
と

も
あ
り
、
通
り
か
か
っ

た
人
も
足
を
止
め
見

物
し
て
い
ま
し
た
。

　

大
阪
支
社
で
は
イ

ベ
ン
ト
の
第
三
会
場
に

お
い
て
機
構
紹
介
の

パ
ネ
ル
展
示
と
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
の
配
布
を
行
い
、
Ｐ
Ｒ
活
動
を
実

施
し
ま
し
た
。
こ
の
第
三
会
場
は
、「
中

部
の
鉄
道
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」
で
入
選

し
た
作
品
の
ほ
か
、
子
ど
も
た
ち
が
描

い
た
鉄
道
車
両
の
絵
画
な
ど
が
た
く
さ

ん
展
示
さ
れ
て
お
り
、
多
く
の
家
族
連

れ
が
思
い
思
い
に
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

そ
の
他
の
会
場
の
催
し
と
し
て
、
メ

イ
ン
と
な
る
第
一
会
場
で
は
、
中
部
地

区
や
静
岡
県
、
福
井
県
の
鉄
道
事
業
者

に
よ
る
、
鉄
道
グ
ッ
ズ
や
有
名
な
駅
弁
、

更
に
は
こ
の
日
限
定
で
放
出
さ
れ
る
お

宝
グ
ッ
ズ
の
販
売
な
ど
が
あ
り
、
そ
れ

ら
を
求
め
る
鉄
道
フ
ァ
ン
が
開
場
前
か

ら
長
蛇
の
列
を
作
っ
て
い
ま
し
た
。

　

第
二
会
場
の
エ
リ
ア
で
は
、
毎
年
子

ど
も
た
ち
に
大
人
気
の
「
運
転
士
の
制

服
を
着
て
の
記
念
撮
影
コ
ー
ナ
ー
」「
鉄

道
模
型
の
展
示
」「
ゆ
る
キ
ャ
ラ
と
遊
ぼ

う
コ
ー
ナ
ー
」
な
ど
が
行
わ
れ
、
第
一
、

第
三
会
場
と
は
違
っ
た
楽
し
み
方
が
で

き
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
た
各
会
場
を
回
る
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
も
好
評
で
、
来
場
さ
れ
た
方
々
が
一

生
懸
命
ス
タ
ン
プ
を
探
し
な
が
ら
楽
し

ん
で
い
た
の
が
印
象
的
で
し
た
。

　

台
風
の
影
響
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、

天
候
に
恵
ま
れ
、
大
人
も
子
ど
も
も
楽

し
め
る
「
鉄
道
の
日
」
記
念
イ
ベ
ン
ト

は
今
年
も
大
盛
況
で
し
た
。

■「
鉄
道
の
日
」記
念
イ
ベ
ン
ト
in
名
古
屋
大
阪
支
社

■
鉄
道
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
in
北
海
道
北
海
道
新
幹
線
建
設
局

主催者によるテープカットにぎわいを見せる第一会場の物販コーナー鉄道・運輸機構のPRコーナー

＊　　＊　　＊　　＊　　＊　　＊　　＊　　＊　　＊　　＊　　＊　　＊　　＊　　＊　　＊　　＊　　＊　　＊　　＊　　＊

にぎわう機構ブース

新幹線ふわふわコーナー

ミニ新幹線乗車コーナー

プラレールの展示
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第16回 技術研究会を開催

　

第
16
回
技
術
研
究
会
を
平
成
30
年
10

月
10
日
（
水
）、
11
日
（
木
）
に
メ
ル
パ

ル
ク
横
浜
に
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

本
研
究
会
は
、
鉄
道
建
設
に
係
る
全

国
的
な
唯
一
の
公
的
技
術
者
集
団
と
し

て
、
職
員
の
技
術
力
の
維
持
・
向
上
を

図
る
た
め
、
当
機
構
の
全
国
の
技
術
者

が
技
術
開
発
成
果
、
技
術
課
題
克
服
へ

の
取
り
組
み
等
を
報
告
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

用
地
、
土
木
（
路
盤
、
橋
り
ょ
う
、
ト

ン
ネ
ル
、
斜
面
防
災
）、
建
築
、
機
械
、

電
気
の
各
部
門
合
わ
せ
て
12
件
の
講
演

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
講
演
内
容
、
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、
質
疑
応
答
に
つ
い
て

審
査
し
、
優
秀
な
講
演
に
対
し
て
表
彰

を
行
い
ま
し
た
。

　

講
演
終
了
後
に
は
、
津
軽
海
峡
線
開

業
30
周
年
を
記
念
し
て
記
録
映
像
「
青

函
ト
ン
ネ
ル
（
完
結
編
）」
を
特
別
上
映

し
、
冒
頭
に
は
青
函
ト
ン
ネ
ル
の
工
事
に

携
わ
っ
て
い
た
当
機
構
の
服
部
参
与
が

講
演
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
特
別
講
演
は
、「
地
図
と
富

士
山
〜
鉄
道
と
横
浜
に
関
連
し
て
」
と

題
し
て
、
一
般
財
団
法
人
日
本
地
図
セ

ン
タ
ー
相
談
役 

田
代 

博
氏
に
ご
講
演
を

行
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

聴
講
者
は
２
日
間
で
延
べ
７
１
７
名

に
も
及
び
、
盛
況
の
う
ち
に
終
了
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
当
機
構
で
は
今

後
と
も
、
技
術
研
究
会
を
通
じ
て
、
当

機
構
の
鉄
道
建
設
に
係
る
取
り
組
み
等

を
ご
報
告
し
て
ま
い
り
ま
す
。

新
綱
島
駅
非
開
削
部
角
形
エ
レ
メ
ン
ト
推
進
工
法
に
つ
い
て

―
相
鉄
・
東
急
直
通
線
、
新
綱
島
駅
（
仮
称
）―

東
京
支
社
　
工
事
第
二
部
　
工
事
第
四
課
　
藤
川 

博
樹

土
地
収
用
法
を
活
用
し
用
地
協
議
が
開
始
で
き
た
事
例

大
阪
支
社
　
用
地
第
二
部
　
用
地
第
五
課
　
松
永 

祐
弥

明
か
り
区
間
に
お
け
る
構
造
形
式
に
関
す
る
比
較
検
討

―
北
海
道
新
幹
線
、
長
万
部
地
区
―

北
海
道
新
幹
線
建
設
局
　
工
事
第
四
課
　
小
森
谷 

隆

U
A
V
技
術
を
活
用
し
た
斜
面
対
策
工
の
設
計
・
施
工

―
九
州
新
幹
線
、
三
ノ
瀬
ト
ン
ネ
ル
―

九
州
新
幹
線
建
設
局
　
大
村
鉄
道
建
設
所
　
阿
久
津 

友
宏

田代 博氏による特別講演の様子

機構職員による講演の様子

小島副理事長（写真中央）と
受賞者４名

講演者との集合写真
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J R T T  T O P I C S ト ピ ッ ク ス03
　

全
国
の
島
々
が
集
ま
る
祭
典
「
ア
イ

ラ
ン
ダ
ー
２
０
１
８
」
が
、
11
月
17
日

（
土
）〜
18
日（
日
）の
２
日
間
に
わ
た
り
、

池
袋
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
シ
テ
ィ
文
化
会
館

に
て
開
催
さ
れ
、
当
機
構
も
日
本
旅
客

船
協
会
の
ブ
ー
ス
の
一
部
を
お
借
り
し

て
出
展
し
ま
し
た
。

　

ア
イ
ラ
ン
ダ
ー
（
主
催
：
国
土
交
通

省
／
公
益
財
団
法
人
日
本
離
島
セ
ン

タ
ー
）
と
は
、
全
国
の
島
が
一
体
と
な
っ

て
、
島
の
自
然
・
歴
史
・
文
化
・
生
活

な
ど
の
す
ば
ら
し
さ
を
ア
ピ
ー
ル
し
、

アイランダー 2018開催

交
流
人
口
の
拡
大
や
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
の

促
進
を
図
り
、
離
島
地
域
の
活
性
化
に

資
す
る
目
的
で
行
う
離
島
と
都
市
と
の

交
流
事
業
で
あ
り
、
本
年
で
26
回
目
を

迎
え
ま
し
た
。

　

２
日
間
の
開
催
中
、
た
く
さ
ん
の
方

が
来
場
し
、
各
ブ
ー
ス
で
は
島
へ
の
移

住
相
談
や
、
珍
し
い
特
産
物
の
販
売
等

も
行
わ
れ
、
大
変
な
に
ぎ
わ
い
を
見
せ

て
お
り
ま
し
た
。

　

当
機
構
は
ア
イ
ラ
ン
ダ
ー
に
出
展
す

る
離
島
の
方
々
（
地
方
公
共
団
体
）
に
、

共
有
建
造
制
度
の
Ｐ
Ｒ
を
行

う
と
と
も
に
、
一
般
の
来
場

者
の
皆
様
に
も
機
構
を
よ

り
よ
く
知
っ
て
も
ら
う
た
め

に
、
共
有
事
業
者
の
小
笠
原

海
運
様
よ
り
共
有
船
「
お
が

さ
わ
ら
丸
」
の
模
型
を
お
借

り
し
展
示
し
ま
し
た
。
全
長

１
７
０
㎝
の
大
き
な
船
舶
模

型
の
注
目
度
は
高
く
、
多
く

の
お
子
様
を
は
じ
め
離
島
や

船
旅
好
き
な
大
人
の
方
に
も

大
変
好
評
で
、
対
応
す
る
機

構
職
員
に
多
く
の
質
問
を
い

た
だ
く
な
ど
、
鉄
道
・
運
輸

機
構
の
共
有
建
造
制
度
に
つ

い
て
広
く
知
っ
て
い
た
だ
く

貴
重
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

共有船舶建造支援部 建造促進課

模型に興味を示す子どもたち

共有船「おがさわら丸」の模型

機構職員（左）から模型の説明を熱心に聞く親子

大勢の人でにぎわう会場
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平
成
30
年
10
月
か
ら
11
月
に
、「
内
航

船
舶
技
術
支
援
セ
ミ
ナ
ー
」
を
全
国
５

カ
所
（
東
京
、今
治
、神
戸
、福
岡
、広
島
）

で
開
催
致
し
ま
し
た
。

　

本
セ
ミ
ナ
ー
は
、
内
航
海
運
の
技
術

に
関
す
る
最
新
動
向
を
踏
ま
え
た
当
機

構
の
技
術
支
援
に
つ
い
て
、
幅
広
く
情

報
提
供
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
実

施
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
、
機
構
か
ら

は
内
航
海
運
の
船
員
不
足
に
対
応
す
る

た
め
、
船
員
の
労
働
負
担
を
軽
減
し
居

住
性
を
改
善
し
た
措
置
が
施
さ
れ
た「
労

働
環
境
改
善
船
」（
機
構
制
度
に
本
年
４

月
導
入
）
や
、
平
成
32
年
１
月
か
ら
強

化
さ
れ
る
船
舶
か
ら
の
硫
黄
酸
化
物（
Ｓ

Ｏ
ｘ
）
排
出
規
制
対
策
と
し
て
実
施
し

た
「
現
存
船
へ
の
脱
硫
装
置
（
ス
ク
ラ

平成30年度  内航船舶技術支援セミナーを開催
共有船舶建造支援部 技術企画課

バ
ー
）
設
置
の
試
設
計
調
査
」
な
ど
に

つ
い
て
ご
説
明
す
る
と
と
も
に
、
国
土

交
通
省
か
ら
は
Ｓ
Ｏ
ｘ
規
制
強
化
に
向

け
た
国
の
取
り
組
み
な
ど
に
つ
い
て
ご

講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
関
連

す
る
Ｌ
Ｎ
Ｇ
燃
料
船
や
省
エ
ネ
船
型
開

発
に
関
し
外
部
の
専
門
家
か
ら
最
新
の

研
究
開
発
の
状
況
な
ど
に
つ
い
て
ご
紹

介
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

各
セ
ミ
ナ
ー
会
場
に
は
、
内
航
海
運

会
社
、
造
船
所
、
舶
用
メ
ー
カ
ー
、
荷

主
な
ど
多
数
の
方
々
に
ご
出
席
い
た
だ

き
ま
し
た
。
Ｓ
Ｏ
ｘ
規
制
強
化
に
係
る

規
制
適
合
油
、
ス
ク
ラ
バ
ー
、
燃
焼
試

験
、
Ｌ
Ｎ
Ｇ
焚
き
エ
ン
ジ
ン
な
ど
の
テ
ー

マ
に
つ
い
て
講
演
者
と
の
間
で
熱
心
な

質
疑
応
答
が
行
わ
れ
る
な
ど
、
本
セ
ミ

▼セミナーに対するご意見・ご感想、セミナーで紹介しました議題、技術支援業務などについてのお問い合わせは下記までご連絡ください。

▶技術支援の概況
講演者：鉄道・運輸機構 
            共有船舶建造支援部長  重入 義治
▶SOx規制への対応について
講演者：国土交通省 海事局 海洋・環境政策課
            環境渉外室長　今井 新
            課長補佐　     中村 幹
▶低硫黄燃料油の燃焼試験
講演者：海上・港湾・航空技術研究所　
            海上技術安全研究所
            環境・動力系長   平田 宏一
▶内航船におけるスクラバー設置の試設計
▶A重油専焼船の普及
講演者：鉄道・運輸機構 共有船舶建造支援部　
            担当課長　阿部 真嗣
▶LNG燃料船の普及
講演者：新潟原動機株式会社　技術センター　
　　　　舶用設計グループ長　曽我 慎一
　　　　技術開発グループ長　廣仲 啓太郎
　　　　製品開発グループ長　永澤 秀明 

▶ CO2排出削減への取り組み
講演者：鉄道・運輸機構　
            審議役　石川 洋一
▶省エネルギー船型群の開発
講演者：海上・港湾・航空技術研究所　
            海上技術安全研究所 流体設計系　
            実海域性能研究グループ　
            グループ長　久米 健一
　　　　流体制御研究グループ
　　　　主任研究員　一ノ瀬 康雄

▶ 旅客船のバリアフリー化について
▶ 内航船における IoT 関連技術導入に関する
　フィジビリティスタディ
講演者：鉄道・運輸機構 共有船舶建造支援部　
　　　　担当課長　小田原 勝教

発表内容

鉄道・運輸機構
共有船舶建造支援部

技術支援課 計画、建造中および竣工後の
テクニカルサポート 045-222-9123

ses1@jrtt.go.jp 045-222-9150技術企画課 技術調査、新技術の開発および導入の促進 045-222-9124

建造促進課 共有船の建造 045-222-9138

平田 宏一氏

久米 健一氏 一ノ瀬 康雄氏

曽我 慎一氏 廣仲 啓太郎氏 永澤 秀明氏
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東京会場神戸会場

ナ
ー
へ
の
関
心
の
高
さ
が

う
か
が
え
ま
し
た
。
ま
た
、

全
国
５
カ
所
の
会
場
に
は

合
計
４
４
１
名
と
例
年
を

上
回
る
参
加
が
あ
り
、
受

講
者
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
で
は
と
て
も
役
立

つ
情
報
が
得
ら
れ
た
な
ど

総
じ
て
高
い
評
価
を
得
ま

し
た
。

　

当
機
構
で
は
今
後
と

も
、
関
係
の
皆
様
に
内
航

海
運
に
関
す
る
最
新
の
技

術
動
向
、
並
び
に
、
そ
れ

を
踏
ま
え
た
当
機
構
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
情
報
発

信
し
て
ま
い
り
ま
す
。
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機構では、平成 30年 8月から10月にかけて新しい共有船4隻が竣工致しました。

各船とも、国の運輸政策でもある環境にやさしい船舶や物流効率化に寄与する船舶となっており、
地域の交通と日本の物流を支えています。

竣工船の紹介

貨物船argo Ship

［ 栄
えいよし

美 ］
平成30年 8月11日、長崎県佐世保市の前畑造船株
式会社において竣工した株式会社菅原ジェネラリスト
との共有貨物船。

■ 総トン数：415トン　
■ 船　　種：液体化学薬品ばら積船兼油タンカー　
■ 政策目的：二酸化炭素低減化船
　　　　　　（高度二酸化炭素低減化船）
■ 積　　荷：アルキルベンゼン等

C

貨物船argo Ship

［ 鶴
かくりゅうまる

隆丸 ］
平成 30年 10月 11日、愛媛県今治市の伯方造船株
式会社において竣工した宮川海運株式会社との共有
貨物船。

■ 総トン数：3,878 トン　
■ 船　　種：油送船　
■ 政策目的：二酸化炭素低減化船
　　　　　　（高度二酸化炭素低減化船）
■ 積　　荷：白油

C

貨物船argo Ship

［ ゆうあ ］
平成30年 9月14日、大分県佐伯市の本田重工業株
式会社において竣工した松島輸送船との共有貨物船。

■ 総トン数：749トン　
■ 船　　種：コンテナ専用船　
■ 政策目的：内航フィーダーの充実に資する船舶
■ 積　　荷：コンテナ

C

貨物船argo Ship

［ 第
だいじゅうごやはたまる

十五八幡丸 ］
平成 30年 10月 31日、大分県佐伯市の本田重工業
株式会社において竣工した塩月海運有限会社および
株式会社邑本興産との共有貨物船。

■ 総トン数：498トン　
■ 船　　種：貨物船　
■ 政策目的：二酸化炭素低減化船
　　　　　　（高度二酸化炭素低減化船）
■ 積　　荷：セメント副原料

C
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「鉄道・運輸機構だより」に関するアンケートのお願い

※個人情報の保護について：個人情報につきましてはより良い「鉄道・運輸機構だより」作成のための参考とし、他の目的には使用しません。

お名前 歳年齢貴社名

▼ご協力ありがとうございました。もし差し支えなければ、以下にもご記入ください。

▶FAX番号  ０４５-２２２-９０８９    ▶ホームページ www.jrtt.go.jp

【問い合わせ先】 鉄道・運輸機構総務部広報課　電話：045-222-9101

今後取り上げてほしいテーマをお聞かせください。（200字程度）3

全般についてのご意見・ご要望などをお聞かせください。（200字程度）4

上記Ｑ１で選んだ回答に対するそれぞれの理由をお聞かせください。〔必須〕（200字程度）2

今季号で面白かった・興味を持った記事を三つ挙げてください。〔必須〕1
□ 巻頭言
□ 特集 北陸新幹線のその後
    「女子鉄アナウンサー、北陸新幹線（長野・糸魚川間）のひとり旅」
□ CLOSE UP  海外高速鉄道プロジェクトへの取り組みと今後の展開
□ WORKING REPORT   大阪支社  加賀鉄道建設所
□ 寄稿   ～地方鉄道を訪ねて～「しなの鉄道」

▼ TOPICS

□ 第25回 「鉄道の日」記念イベント
□ 第16回 技術研究会を開催
□ アイランダー2018開催
□ 平成30 年度 内航船舶技術支援セミナーを開催
□ 竣工船の紹介

いつも「鉄道・運輸機構だより」をご愛読いただきありがとうございます。
今後の編集の参考とさせていただきますので、本誌に関するアンケートにご協力ください。 

下記の項目にご記入の上、FAXで送信いただくか、またはホームページの広報誌「アンケート調査票」フォームに入力してください。

▼
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
本
年
も

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
温
か
く
輝
か
し
い
年
と
な
り

ま
す
よ
う
、
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
2
0
1
9
年
、平
成
31
年
、新
し
い
年
の
始
ま
り
で
あ
り
、

ま
た
、
新
し
い
元
号
が
元
年
を
迎
え
る
年
で
も
あ
り
ま
す
。

昭
和
の
中
期
生
ま
れ
の
筆
者
と
し
て
は
、
昭
和
に
特
に
ノ

ス
タ
ル
ジ
ー
を
感
じ
、
平
成
は
駆
け
抜
け
た
イ
メ
ー
ジ
が

あ
り
ま
す
が
、
果
た
し
て
新
元
号
に
は
ど
ん
な
感
慨
を
抱

く
の
で
し
ょ
う
か
。

▼「
鉄
道
・
運
輸
機
構
だ
よ
り
」
新
春
号
を
お
届
け
し
ま
す
。

　

本
号
の
「
特
集
」
は
、「
女
子
鉄
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
、
北
陸

新
幹
線
（
長
野
・
糸
魚
川
間
）
の
ひ
と
り
旅
」
と
題
し
て
、

長
野
駅
、
飯
山
駅
、
上
越
妙
高
駅
お
よ
び
糸
魚
川
駅
で
の

各
駅
停
車
の
旅
レ
ポ
ー
ト
で
す
。
さ
す
が
女
子
鉄
と
称
さ

れ
る
だ
け
あ
っ
て
、
鉄
道
フ
ァ
ン
な
ら
素
通
り
で
き
な
い
、

貴
重
な
保
存
列
車
の
走
る
「
く
び
き
野
レ
ー
ル
パ
ー
ク
」

に
も
立
ち
寄
り
、
鉄
道
技
術
の
温
故
知
新
を
感
得
さ
れ
た

よ
う
で
す
。

　

昨
年
8
月
31
日
に
施
行
さ
れ
た
「
海
外
イ
ン
フ
ラ
展
開

法
」
に
よ
り
、
当
機
構
が
海
外
高
速
鉄
道
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
へ
参
画
す
る
体
制
が
整
え
ら
れ
ま
し
た
。

「
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
」
で
は
、
法
施
行
ま
で
に
実
施
し
て
き

た
技
術
協
力
の
う
ち
、
台
湾
高
速
鉄
道
と
イ
ン
ド
高
速
鉄

道
に
関
す
る
取
り
組
み
お
よ
び
法
施
行
を
踏
ま
え
た
今
後

の
展
開
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
「
ワ
ー
キ
ン
グ
レ
ポ
ー
ト
」
は
、
北
陸
新
幹
線
金
沢
・
敦

賀
間
の
平
成
34
年
度
末
の
開
業
を
目
指
し
、
加
賀
温
泉
駅

前
後
の
14
工
区
が
同
時
に
フ
ル
稼
働
し
多
忙
を
極
め
る
、

大
阪
支
社
加
賀
鉄
道
建
設
所
の
紹
介
で
す
。

▼
こ
の
季
節
、
布
団
か
ら
出
る
の
に
し
ば
し　
　

す
る
毎

朝
で
す
。
我
々
広
報
課
一
同
、
寒
さ
に
負
け
ず
「
鉄
道
・

運
輸
機
構
だ
よ
り
」
の
内
容
を
充
実
さ
せ
る
よ
う
最
善
を

尽
く
す
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
広
報
課
長
）

編

集

後

記
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